
事業報告

2017 
訪 問 看 護 認 定 看 護 師

アドバイザー派遣事業

事 業 報 告 書





はじめに 
 
日ᮏ訪問看護㈈ᅋでは、日ᮏ㈈ᅋのຓ成を受けて、「訪問看護認ᐃ看護ᖌアࢨࣂࢻ

ーὴ㐵事業」を、���� 年度から実しています。ᮏ事業は、訪問看護認ᐃ看護ᖌの �
つの役である「実㊶・指導・相談」を活用して、全国の訪問看護体ไの実を図るこ

とを目的とした事業です。 
わが国では ���� 年に指ᐃ（⪁人）訪問看護ไ度による訪問看護ステーションからの

訪問看護がጞまり、現ᅾ、全国には⣙ ������ か所に増加しています。 
しかし、訪問看護利用者 �� 人未‶が � を༨めるど小つᶍ訪問看護ステーション

がከい実ែがあり、運営や経営、看護の㉁、関ಀ者との連携など、ከᒱከᵝな課題をᢪ

え、ఇṆ・ᗫṆにつながるところも数ከくあります。 
このようなᵝࠎな課題をᢪえる訪問看護ステーションに、訪問看護認ᐃ看護ᖌが訪問

してコンࢧルテーションを行ってきました。特に、���� 年度からは、᪂設訪問看護ス

テーションがᛴ㏿に増加している現状を㋃まえ、対象を開設 � 年未‶の訪問看護ステー

ションに⤠ってᮏ事業を進めてきました。 
���� 年度も開設 � 年未‶の訪問看護ステーションを対象とし、として中・ᅄ国、

ᕞཬび関ᮾ地域の �� か所に対して、アࢨࣂࢻーὴ㐵事業を行いました。 
訪問看護ステーションでは運営や管理に関する課題を相談するሙが少ない実ែと、そ

の課題に対する訪問看護認ᐃ看護ᖌの対応方法➼がᚎࠎに明らかになってきています。 
また、ྛ 地域の訪問看護ステーションの活性化と㉁のྥ上、および認ᐃ看護ᖌのス࢟

ルアッࣉ、また認ᐃ看護ᖌのᏑᅾを全国にᬑཬ・ၨ発することにつながっていると考え

ております。 
このたび、���� 年度の事業報࿌書を作成いたしました。訪問看護認ᐃ看護ᖌがᵝࠎ

な課題のゎỴに取り組んだ内容をᥖ㍕した報࿌書を、訪問看護の健全な運営にྥけてࡈ

活用いただけれࡤᖾいです。 
᭱後に、ᮏ事業をࡈᨭくださいました、日ᮏ㈈ᅋに深ㅰ⏦し上げますとともに、ࡈ

༠ຊいただきましたアࢨࣂࢻーのⓙᵝや訪問看護ステーションのⓙᵝ、関ಀ者のⓙᵝ

にᚰよりᚚ♩⏦し上げます。 
 

   ���� 年 � 月 
                      බ┈㈈ᅋ法人 日ᮏ訪問看護㈈ᅋ 
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２㸮１㸵年度 アࢨࣂࢻー・事務ᒁ名⡙ 
（༑㡢㡰・ᩗ称␎・���� 年度所ᒓඛ） 

 

ࠝアࢨࣂࢻーࠞ 

✄ⴥ  子 ་⒪法人♫ᅋ ⏥ すᐑ༠立訪問看護ࢭンター 

 

Ụᡞ  ⱥ㞝 ♫་⒪法人♫ᅋ 正ᚿ 

ⰼと⥳の訪問看護ステーション ࣌ンࢠン 

 

小ᕝ  ⥤ ࢯフアメࢹᰴᘧ♫ 

 ースステーションᇛ༡ࢼྜ⥲アフࢯ

 

㔠子 ⨾༓代 㮵児ᓥᏛ ་Ꮫ部 ᓥᕋ・地域ࢼース⫱成ࢭンター 

 

㉺部  ᜨ⨾ ᭷㝈♫ラスター っと・は࠵とステーションてのࡦら 

 

㰻⸨  㞞子 ᰴᘧ♫メࢼࢹス 訪問看護事業部 

 

ᰘ⏣ ୕ዉ子 ᰴᘧ♫ラピ࢜ン ᒣの上ࢼースステーション 

 

ୗ地  ⠇子 ᰴᘧ♫ ࣊ルスケア࣏ࢧート㟷✵ 

訪問看護ステーション㟷✵ 

 

ᮡᮏ 由㉳子 ་⒪法人♫ᅋ ⵇ $2, ケアࣜンࢢステーション 

 

⋢ ┿由⨾ ་⒪法人ಇ さつき訪問看護ステーション 

 

ᐩᒸ  㔛Ụ ᰴᘧ♫࢘ッࢹ 訪問看護ステーションはーと 

 

୕㍯ ┿由⨾ ᰴᘧ♫ࣕࢪステス ࣜーࢻケアࢭンター 

 

ࠝ事務ᒁࠞ බ┈㈈ᅋ法人 日ᮏ訪問看護㈈ᅋ  బ⸨⨾✑子  ᮧ⏣由㤶㔛 

 

㸨㑅出᰿ᣐ 

ᙜ事業のアࢨࣂࢻーⓏ㘓者は、一⯡♫ᅋ法人 日ᮏ訪問看護認ᐃ看護ᖌ༠㆟を㏻じて、

コンࢧルテーションをᚓ意㡿域とし、課題を᭷する訪問看護ステーションで役立てたい

と自的に参加した者である。自的に参加した者の中から、事務ᒁが今年度のὴ㐵対

象地域、᪂つ・経験のࣂランス➼を検討し、上グ �� 名にアࢨࣂࢻーを౫㢗した。 
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➨１❶  事業の概要 

 
１㸬事業の目的 
 ᮏ事業は、以ୗの目的で行った（図１参↷）。 
１）訪問看護認ᐃ看護ᖌをアࢨࣂࢻーとして他の訪問看護ステーションにὴ㐵し、訪問看護のᥦ౪

に関する相談・指導を行うことにより、訪問看護のᶵ⬟ᙉ化のためのᇶ┙整備をはかる。 
２）訪問看護認ᐃ看護ᖌからアࣂࢻスを受けることにより、訪問看護ステーションが活性化し、よ

りከくの利用者に㉁の高い訪問看護をᥦ౪することができる。 
３）訪問看護認ᐃ看護ᖌがもつᶵ⬟を発するሙをඛ㥑的に開ᣅすることにより、訪問看護認ᐃ看護

ᖌの認▱度を高める。 
４）訪問看護認ᐃ看護ᖌによるアࢨࣂࢻーのࢿット࣡ーࢡをᵓ⠏する。 

 
２㸬事業の対象と㑅ᐃ方法 
᪂つ開設の訪問看護ステーションがᛴ㏿に増加している状ἣを考៖し、年度にᘬき⥆いて今年度も

開設３年未‶の訪問看護ステーションをアࢨࣂࢻーὴ㐵対象とした。対象地域は、に中国・ᅄ国地

方（㫽取┴、ᓥ᰿┴、ᒸᒣ┴、ᗈᓥ┴、ᒣཱྀ┴、ᚨᓥ┴、㤶ᕝ┴、ឡ┴、高▱┴）、ᕞ地方（⚟ᒸ

┴、బ㈡┴、長ᓮ┴、⇃ᮏ┴、分┴、ᐑᓮ┴、㮵児ᓥ┴、Ἀ⦖┴）、ཬび༓ⴥ┴、ᇸ⋢┴、⚄ዉᕝ┴

の �� ┴とした。 

アࢨࣂࢻーとなる訪問看護認ᐃ看護ᖌは、対象地域近㎶で訪問看護を実している年度の経験者

�名と、᪂つᕼᮃ者 �名のィ �� 名を㑅出した。 

対象地域の訪問看護ステーション ����� か所とྛᗓ┴の看護༠、訪問看護連⤡༠㆟へເ集チラシ

を㓄ᕸした結果、�� か所の訪問看護ステーションから応ເがあった。 

アࢨࣂࢻーὴ㐵事業として対応する相談内容かどうかを検討し、�� か所の訪問看護ステーションを

対象設として㑅ᐃした。しかし、ὴ㐵開ጞ前に㛢㙐➼の理由により �か所の訪問看護ステーションが

中Ṇとなったため再度㑅ᐃし、ணᐃ㏻り対象設 �� か所とした。 

 

３㸬事業実方法 
 ᮏ事業は、以ୗのようなᡭ㡰で実した（図２）。 

１）ὴ㐵౫㢗のあった訪問看護ステーションの地域と相談内容を考៖して、アࢨࣂࢻーとὴ㐵ඛ訪

問看護ステーションを日ᮏ訪問看護㈈ᅋが概࣐ࡡッチンࢢする。 
２）ὴ㐵ඛ訪問看護ステーションへ、アࢨࣂࢻーὴ㐵Ỵᐃ㏻▱とඹに自設の自ᕫ評価に関する事

前アンケートを㓄ᕸ・回収し、事前情報をᚓる。�参考㈨ᩱ� 
３）㑅出した �� 名のアࢨࣂࢻーを対象に事前㆟を実する。事前㆟において、ྛアࢨࣂࢻ

ーがὴ㐵ඛ訪問看護ステーションの地域、相談内容を確認し、ᢸᙜをỴᐃする。 
４）ᢸᙜがỴᐃしたアࢨࣂࢻーは、ὴ㐵ඛ訪問看護ステーションᢸᙜ者と┤᥋連⤡を取り、ึ回訪

問日時の日⛬ㄪ整を行う。日ᮏ訪問看護㈈ᅋよりᙜヱステーションにỴᐃした訪問日時を )$; で

㏻㐩する。 
㸳）アࢨࣂࢻーは �か所のὴ㐵ඛ訪問看護ステーションに対してཎ๎ �回訪問し、ྛ訪問後に訪問

�����
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内容グ㘓をᥦ出する。 
㸴）� 回の訪問以外にもアࢨࣂࢻーが必要とุ᩿したሙྜには、㟁ヰ・メール➼で相談・指導を行

う。 
㸵）� 回目の訪問後に日ᮏ訪問看護㈈ᅋよりὴ㐵ඛ訪問看護ステーションへ、アࢨࣂࢻーὴ㐵事業

に関する事後アンケートを㏦する。�参考㈨ᩱ� 
㸶）訪問⤊後、ὴ㐵ඛ訪問看護ステーションへ㓄ᕸしたアンケートを回収・集ィし、事業評価を行

う。 
 

ͤアࢨࣂࢻー事業実㐣⛬でᢸᙜアࢨࣂࢻーのุ᩿だけでは対ฎᅔ㞴な事ែが発⏕したሙྜ

は、日ᮏ訪問看護㈈ᅋが㐺ᐅ相談にのった。 
 

４㸬事業実ᮇ㛫 
 ���� 年 � 月～���� 年 � 月 

  

＜事業の実経㐣＞  

����年 � 月～�月 事業開ጞ‽備 

 � 月 ὴ㐵ᕼᮃ訪問看護ステーションをເ集し、ὴ㐵ඛỴᐃ 

アࢨࣂࢻーᢸᙜ者Ỵᐃ 

 � 月 � 日（ⅆ） アࢨࣂࢻー事前㆟ 

 � 月～�� 月 アࢨࣂࢻーによる訪問看護ステーションへの訪問と相談 

����年 � 月 �� 日（ᮌ） アࢨࣂࢻー事後㆟ 

 ～� 月 事業のまとめ 
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➨２❶  事業の実結果 
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事務ᒁスタッフ（�名） 
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ͤḞᖍ者（�名）は �年以上の経験者であったため、メール・㟁ヰ・書類㏦➼で内容をఏ㐩した。 

 

内ࠐ 容： 

・自ᕫ⤂ 

・事業の流れ 

・ὀ意事㡯 

・進ᤖ状ἣの報࿌方法、書類ᥦ出ᮇ㝈 
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２㸬アࢨࣂࢻーὴ㐵事業実報࿌  

 

�㸿訪問看護ステーション! 

 

᪂設訪問看護ステーションの㐺正な運営における課題と対策について 

 

１）１回目訪問 

 日時：���� 年 � 月 �����～��：�� 

 参加者：�名（管理者 �名 看護ᖌ �名） 

 

（１） 相談内容 

① の相談（㸿㹊㹑、⬻⭘⒆、㏥院時ඹྠ指導後ዎ⣙できなかった） 

 ② 運営・管理について（࢜ンコールやఇみスタッフの代ㄪ整の方法、ス࢟ルアッࣉの方法➼） 

（２） 対応を必要とした問題・課題（相談内容の分析と問題の焦点化） 

１回目の訪問では、３におけるケースࢪࢿ࣐メントやステーション運営の課題、ไ度の理ゎに

ついてのアࣂࢻスがであった。 

今回の相談内容を㏻して、へのධや訪問看護ࢧーࣅスのᅾり方について、また運営管理の面

からも、訪問看護事業運営をᶍ⣴されていることがわかった。そのために利ᐖ関ಀなく㌟近に相談で

きるሙも必要な状ἣであった。経営へのࣉレッシࣕーがなくても、事業のᏑ⥆のためには利用者数の

確保とᥦ౪するࢧーࣅスの㉁ᢸ保、そのためのスタッフの⫱成とᐃ╔が必㡲である。さらに、ᅔ㞴事

への訪問や⥭ᛴ時訪問体ไの整備についても、地域に᰿ࡊした訪問看護ステーションとして成長す

るためには積極的にධしていく要௳である。そのためにはどのような体ไであったら対応できるの

か、ステーションとしての㉁評価を⥅⥆的に考えていく必要がある。 

（３） 相談への対応とその理由 

の相談においては、利用者ど点でධ方法や訪問回数➼検討していくことと、その中には加算

➼報㓘で後ᢲしされている内容もあることを説明した。報㓘やไ度は訪問看護ࢧーࣅスの㐺正なᥦ౪

を方ྥ࡙けるものであることもఏえた。」数事業所ධのሙྜ、᪂つステーションࡺえにඖ来の

ステーションに✀ࠎのᥦをすることへの㐲៖も見受けられる。しかしながら、利用者にとって必要

なニーࢬをࣕ࢟ッチし、利用者もステーションも↓理のない⠊ᅖでࢧーࣅスが⥅⥆できるのであれࡤ、

㐲៖することなくᥦをしていってもⰋいとヰした。また、看護グ㘓や利用者へのྠ意説明➼もᑀ

に実する必要があり、グ㘓の㉁保持にもດめてもらうようにኌをかけた。 

ಶࠎのについては、たとえࡤなࡐᚔᚉするのか、⤊ᮎᮇにおける訪問ࣜࣜࣅࣁテーションとの

༠働の意など、訪問看護をᒎ開する中でアࢭスメントと実㊶ྍ⬟な対応やケアについて意見換し

た。 

ከ数のステーションがすでにᏑᅾしている㒔ᕷ部で地域に᰿ࡊす訪問看護活動を実㊶するために、

訪問看護ステーションྠኈのᶓのつながりや、地ඖのຮᙉ➼で㢦見▱りになったࢧーࣅスᥦ౪事業

者との㢦の見える関ಀをษにされるようにとアࣂࢻスした。 

  

                            

（４） 相談者の反応（結果および成果） 

「᪂しいど点がᚓられた。来てもらってⰋかった。」と言っていただいた。 

（㸳） 訪問日以㝆のやりとり 

２回目訪問日⛬ㄪ整の㝿、認▱についての相談をと伺い、２回目訪問も相談中ᚰでのᨭ

になることをண して⮫んだ。地域の訪問看護ステーションྠኈのᶓのつながりで地域ᕷẸへのၨ

発活動にも༠ຊされており、アࢨࣂࢻー地域でのᕷẸྥけ作成パンフレット➼㏦した。 

 

２）２回目訪問 

 日時：���� 年 �� 月 ��：��～��：�� 

 参加者：�名（管理者 �名 看護ᖌ �名） 

（１） １回目訪問後の事の経㐣やᚓられた結果、相談者の反応 

１回目の相談は３事であったが、２回目訪問時は４事であった。なかでも１回目で相談を

受けた㸿㹊㹑について、アࢨࣂࢻー訪問日前日にᛴ㏽され、訪問日に㏻ኪへ参ิされるணᐃで

あった。㑇された家族の後やယしみがᚰ㌟面に病的なᙳ㡪をえていないかなどの看護としてのほ

ᐹ点と、その後の㑇族への訪問ィ⏬の方法➼をヰした。ᢸᙜ者のアࢭスメントの中に、護の長ᮇ化

による៏性的な護⑂労と思考ຊపୗが伺える相談もあった。家族看護における課題と家族ࡺえのᙉ

みをከゅ的にᤊえる訪問看護ならではのアࢭスメントのど点を意見換した。 

事業運営面では、１回目訪問時に利用者が㸴名だったが、２回目訪問時は �� 名、月 ��� ௳の訪問

௳数を確保できていることを確認した。�� 時㛫対応については、前回ዎ⣙㸮名だったのが、３࢝月

で㸳名のዎ⣙があり、ඛ日事業所ではじめての⥭ᛴ訪問を実されたとのことだった。看護ᖌも㸳名

体ไとなっているが、利┈を確保する稼働数に⮳っていないため、目ᶆ್設ᐃの考え方について説明

した。 

１回目訪問後に課題としてᣲげた事業所の㉁評価について、࢜ンコール対応時の⩣日勤務㈇ᢸに対

する勤ᛰ管理や、事業所として所ᒓ地域とどのように関わり、ከ⫋✀との連携を㏻してどう地域に᰿

 。と来年ྠ時ᨵᐃ情報を説明した「ンラࢻ࢞ス㉁評価のࣅーࢧ訪問看護」、していくのかࡊ

（２） ２回のアࢨࣂࢻーὴ㐵事業を㏻した全体的な評価 

２回目訪問の㝿は、現地に伺ってからの相談を受けたので、事前情報がない中でどこまで対応

できるかと考えていた。日ࠎの看護実㊶の現ሙではḟからḟへとについてのᵝࠎな課題であࡩれ

るのは、訪問ඛステーションでも自事業所でもྠじであり、認ᐃ看護ᖌとしてのコンࢧルテーション

のຊ㔞がồめられている、と③感した。それでも、タ࣒ࣜーな事㡯へのアࣂࢻスをするᶵもあ

り、また状や状ἣをアࢭスメントし་⒪と⏕活をつなࡄ役が訪問看護ᖌにあることを具体的に説

明することができた。 

の相談を受けながらも、そこからᇉ㛫見える事業所運営の健全化や、収ᨭそのものに携わって

いく必要性についてもヰすᶵがఱ度かあった。認ᐃ看護ᖌのຊ㔞とྠ➼に、管理者として経営や運

営に携わってきた経験や、地域の近隣ステーションをはじめとするከ⫋✀と情報換し連携し༠働し

てきた感ぬもアࣂࢻス内容に活かすことができた。 

１回目訪問時に、２回目訪問にྥけて「地域から信㢗される事業所作りの中で、どのような事業所

を作っていくのか、理ᛕやそのための行動をスタッフみなさまの言ⴥでㄒる。」ことができるように、
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２㸬アࢨࣂࢻーὴ㐵事業実報࿌  

 

�㸿訪問看護ステーション! 

 

᪂設訪問看護ステーションの㐺正な運営における課題と対策について 

 

１）１回目訪問 

 日時：���� 年 � 月 �����～��：�� 

 参加者：�名（管理者 �名 看護ᖌ �名） 

 

（１） 相談内容 

① の相談（㸿㹊㹑、⬻⭘⒆、㏥院時ඹྠ指導後ዎ⣙できなかった） 

 ② 運営・管理について（࢜ンコールやఇみスタッフの代ㄪ整の方法、ス࢟ルアッࣉの方法➼） 

（２） 対応を必要とした問題・課題（相談内容の分析と問題の焦点化） 

１回目の訪問では、３におけるケースࢪࢿ࣐メントやステーション運営の課題、ไ度の理ゎに

ついてのアࣂࢻスがであった。 

今回の相談内容を㏻して、へのධや訪問看護ࢧーࣅスのᅾり方について、また運営管理の面

からも、訪問看護事業運営をᶍ⣴されていることがわかった。そのために利ᐖ関ಀなく㌟近に相談で

きるሙも必要な状ἣであった。経営へのࣉレッシࣕーがなくても、事業のᏑ⥆のためには利用者数の

確保とᥦ౪するࢧーࣅスの㉁ᢸ保、そのためのスタッフの⫱成とᐃ╔が必㡲である。さらに、ᅔ㞴事

への訪問や⥭ᛴ時訪問体ไの整備についても、地域に᰿ࡊした訪問看護ステーションとして成長す

るためには積極的にධしていく要௳である。そのためにはどのような体ไであったら対応できるの

か、ステーションとしての㉁評価を⥅⥆的に考えていく必要がある。 

（３） 相談への対応とその理由 

の相談においては、利用者ど点でධ方法や訪問回数➼検討していくことと、その中には加算

➼報㓘で後ᢲしされている内容もあることを説明した。報㓘やไ度は訪問看護ࢧーࣅスの㐺正なᥦ౪

を方ྥ࡙けるものであることもఏえた。」数事業所ධのሙྜ、᪂つステーションࡺえにඖ来の

ステーションに✀ࠎのᥦをすることへの㐲៖も見受けられる。しかしながら、利用者にとって必要

なニーࢬをࣕ࢟ッチし、利用者もステーションも↓理のない⠊ᅖでࢧーࣅスが⥅⥆できるのであれࡤ、

㐲៖することなくᥦをしていってもⰋいとヰした。また、看護グ㘓や利用者へのྠ意説明➼もᑀ

に実する必要があり、グ㘓の㉁保持にもດめてもらうようにኌをかけた。 

ಶࠎのについては、たとえࡤなࡐᚔᚉするのか、⤊ᮎᮇにおける訪問ࣜࣜࣅࣁテーションとの

༠働の意など、訪問看護をᒎ開する中でアࢭスメントと実㊶ྍ⬟な対応やケアについて意見換し

た。 

ከ数のステーションがすでにᏑᅾしている㒔ᕷ部で地域に᰿ࡊす訪問看護活動を実㊶するために、

訪問看護ステーションྠኈのᶓのつながりや、地ඖのຮᙉ➼で㢦見▱りになったࢧーࣅスᥦ౪事業

者との㢦の見える関ಀをษにされるようにとアࣂࢻスした。 

  

                            

（４） 相談者の反応（結果および成果） 

「᪂しいど点がᚓられた。来てもらってⰋかった。」と言っていただいた。 

（㸳） 訪問日以㝆のやりとり 

２回目訪問日⛬ㄪ整の㝿、認▱についての相談をと伺い、２回目訪問も相談中ᚰでのᨭ

になることをண して⮫んだ。地域の訪問看護ステーションྠኈのᶓのつながりで地域ᕷẸへのၨ

発活動にも༠ຊされており、アࢨࣂࢻー地域でのᕷẸྥけ作成パンフレット➼㏦した。 

 

２）２回目訪問 

 日時：���� 年 �� 月 ��：��～��：�� 

 参加者：�名（管理者 �名 看護ᖌ �名） 

（１） １回目訪問後の事の経㐣やᚓられた結果、相談者の反応 

１回目の相談は３事であったが、２回目訪問時は４事であった。なかでも１回目で相談を

受けた㸿㹊㹑について、アࢨࣂࢻー訪問日前日にᛴ㏽され、訪問日に㏻ኪへ参ิされるணᐃで

あった。㑇された家族の後やယしみがᚰ㌟面に病的なᙳ㡪をえていないかなどの看護としてのほ

ᐹ点と、その後の㑇族への訪問ィ⏬の方法➼をヰした。ᢸᙜ者のアࢭスメントの中に、護の長ᮇ化

による៏性的な護⑂労と思考ຊపୗが伺える相談もあった。家族看護における課題と家族ࡺえのᙉ

みをከゅ的にᤊえる訪問看護ならではのアࢭスメントのど点を意見換した。 

事業運営面では、１回目訪問時に利用者が㸴名だったが、２回目訪問時は �� 名、月 ��� ௳の訪問

௳数を確保できていることを確認した。�� 時㛫対応については、前回ዎ⣙㸮名だったのが、３࢝月

で㸳名のዎ⣙があり、ඛ日事業所ではじめての⥭ᛴ訪問を実されたとのことだった。看護ᖌも㸳名

体ไとなっているが、利┈を確保する稼働数に⮳っていないため、目ᶆ್設ᐃの考え方について説明

した。 

１回目訪問後に課題としてᣲげた事業所の㉁評価について、࢜ンコール対応時の⩣日勤務㈇ᢸに対

する勤ᛰ管理や、事業所として所ᒓ地域とどのように関わり、ከ⫋✀との連携を㏻してどう地域に᰿

 。と来年ྠ時ᨵᐃ情報を説明した「ンラࢻ࢞ス㉁評価のࣅーࢧ訪問看護」、していくのかࡊ

（２） ２回のアࢨࣂࢻーὴ㐵事業を㏻した全体的な評価 

２回目訪問の㝿は、現地に伺ってからの相談を受けたので、事前情報がない中でどこまで対応

できるかと考えていた。日ࠎの看護実㊶の現ሙではḟからḟへとについてのᵝࠎな課題であࡩれ

るのは、訪問ඛステーションでも自事業所でもྠじであり、認ᐃ看護ᖌとしてのコンࢧルテーション

のຊ㔞がồめられている、と③感した。それでも、タ࣒ࣜーな事㡯へのアࣂࢻスをするᶵもあ

り、また状や状ἣをアࢭスメントし་⒪と⏕活をつなࡄ役が訪問看護ᖌにあることを具体的に説

明することができた。 

の相談を受けながらも、そこからᇉ㛫見える事業所運営の健全化や、収ᨭそのものに携わって

いく必要性についてもヰすᶵがఱ度かあった。認ᐃ看護ᖌのຊ㔞とྠ➼に、管理者として経営や運

営に携わってきた経験や、地域の近隣ステーションをはじめとするከ⫋✀と情報換し連携し༠働し

てきた感ぬもアࣂࢻス内容に活かすことができた。 

１回目訪問時に、２回目訪問にྥけて「地域から信㢗される事業所作りの中で、どのような事業所

を作っていくのか、理ᛕやそのための行動をスタッフみなさまの言ⴥでㄒる。」ことができるように、
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とアࢨࣂࢻーとしてᚰがけた。実㝿はㄒってもらうまでは⮳らなかったものの、ࢻ࢞ランᥦ♧

により考えるきっかけはᥦできた。開業半年では、理ᛕやアࢡションࣉランを自㌟の言ⴥでㄒるవ

⿱はないものかもしれない。それでも、地域の中に⁐け㎸んでいこうという姿勢があり、᪂設事業所

の運営が㐺正かつ地域で必要なᏑᅾとしての立ち⨨を確立したい、という思いもఏわってきた。ア

ー自㌟の◊㛑による㈨㉁のྥ上がồࢨࣂࢻーとしてその思いを後方ᨭできるように、アࢨࣂࢻ

められることを再認識した。 

  

                            

＜㹀訪問看護ステーション＞  

 

 管理者・ステーションにおける業務㔞・フࣟーの見┤し  

 

１）� 回目訪問 

 日時：���� 年 � 月 ��：��～��：�� 

 参加者：�名（♫長 �名、所長 �名） 

（１）相談内容 

① スタッフの月㛫訪問௳数の㐺正な訪問回数が分からない。 

② 看護ᖌのࣜࢡルートの方法。 

③ 訪問スケࢪュール管理、スタッフのᩍ⫱、情報ඹ᭷の方法、業務効⋡化。 

④ 訪問௳数を増やすための方法 

（２）対応を必要とした問題・課題（相談内容の分析と問題の焦点化） 

 ① 訪問看護ステーションを開設して � 年目のステーションである。また、管理者とスタッフඹに訪

問看護の経験がなく訪問看護ステーションの運営について▱識を持っていない。そのため、業務

の効⋡化や効果的な運営ができていない。 

 ② 地域から訪問の౫㢗があるが、看護ᖌが不㊊しているためそれを⿵うために所長が一日のとん

ど訪問を行っている。そのため、所長はステーションにいつも不ᅾの状ែである。そのため、ス

タッフのᩍ⫱やケアࣕࢪࢿ࣐ー、病院などの問いྜわせについても㐺ษな対応もできていない。 

③ 所長が、�日中訪問を行っているため管理➼の業務がって所長自㌟が⑂ᘢしており、相談相ᡭも

おらずストレスフルな状ែになっている。 

（３）相談への対応とその理由 

業務の効⋡化については、訪問スケࢪュールに一㈏性がないために、スタッフの✵き時㛫を᭷効的

に活用することができていない。そのため、現ᅾの訪問を整理して一日の訪問スケࢪュールを他のス

タッフとྠじになるようにㄪ整する。また、所長の訪問௳数を少なくしてスタッフの⫱成や営業活動

を行いえる時㛫を確保する。そうすることで、スタッフの日ࠎの訪問の問点や不安を㍍ῶすること

ができ㞳⫋㜵Ṇにつなげる。また、ᒃ宅や病院への営業活動への時㛫を確保するようにᥦを行う。 

（４）相談者の反応�結果および成果� 

これまで、訪問看護の経験がないことや相談相ᡭがいないため所長の⢭⚄的な安ᐃとそれにకい自

分がᢪえている問題が㢧ᅾ化してきた。また、今回の課題に取り組ࡴẼ持ちも前ྥきになった。 

（㸳）訪問日以㝆のやりとり 

  メールを用して進ᤖ状ἣの確認を行った。 

 

２）� 回目訪問 

 日時：���� 年 �� 月 ��：��～��：�� 

 参加者：�名（♫長 �名、所長 �名、） 

（１）� 回目訪問看護の事の経㐣やᚓられた結果、相談者の反応 

� 回目の訪問後、来年度の看護ᖌの᥇用がỴᐃしていた。しかし、ࣜーࢲー的Ꮡᅾであったࣜࣅࣁ
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とアࢨࣂࢻーとしてᚰがけた。実㝿はㄒってもらうまでは⮳らなかったものの、ࢻ࢞ランᥦ♧

により考えるきっかけはᥦできた。開業半年では、理ᛕやアࢡションࣉランを自㌟の言ⴥでㄒるవ

⿱はないものかもしれない。それでも、地域の中に⁐け㎸んでいこうという姿勢があり、᪂設事業所

の運営が㐺正かつ地域で必要なᏑᅾとしての立ち⨨を確立したい、という思いもఏわってきた。ア

ー自㌟の◊㛑による㈨㉁のྥ上がồࢨࣂࢻーとしてその思いを後方ᨭできるように、アࢨࣂࢻ

められることを再認識した。 

  

                            

＜㹀訪問看護ステーション＞  

 

 管理者・ステーションにおける業務㔞・フࣟーの見┤し  

 

１）� 回目訪問 

 日時：���� 年 � 月 ��：��～��：�� 

 参加者：�名（♫長 �名、所長 �名） 

（１）相談内容 

① スタッフの月㛫訪問௳数の㐺正な訪問回数が分からない。 

② 看護ᖌのࣜࢡルートの方法。 

③ 訪問スケࢪュール管理、スタッフのᩍ⫱、情報ඹ᭷の方法、業務効⋡化。 

④ 訪問௳数を増やすための方法 

（２）対応を必要とした問題・課題（相談内容の分析と問題の焦点化） 

 ① 訪問看護ステーションを開設して � 年目のステーションである。また、管理者とスタッフඹに訪

問看護の経験がなく訪問看護ステーションの運営について▱識を持っていない。そのため、業務

の効⋡化や効果的な運営ができていない。 

 ② 地域から訪問の౫㢗があるが、看護ᖌが不㊊しているためそれを⿵うために所長が一日のとん

ど訪問を行っている。そのため、所長はステーションにいつも不ᅾの状ែである。そのため、ス

タッフのᩍ⫱やケアࣕࢪࢿ࣐ー、病院などの問いྜわせについても㐺ษな対応もできていない。 

③ 所長が、�日中訪問を行っているため管理➼の業務がって所長自㌟が⑂ᘢしており、相談相ᡭも

おらずストレスフルな状ែになっている。 

（３）相談への対応とその理由 

業務の効⋡化については、訪問スケࢪュールに一㈏性がないために、スタッフの✵き時㛫を᭷効的

に活用することができていない。そのため、現ᅾの訪問を整理して一日の訪問スケࢪュールを他のス

タッフとྠじになるようにㄪ整する。また、所長の訪問௳数を少なくしてスタッフの⫱成や営業活動

を行いえる時㛫を確保する。そうすることで、スタッフの日ࠎの訪問の問点や不安を㍍ῶすること

ができ㞳⫋㜵Ṇにつなげる。また、ᒃ宅や病院への営業活動への時㛫を確保するようにᥦを行う。 

（４）相談者の反応�結果および成果� 

これまで、訪問看護の経験がないことや相談相ᡭがいないため所長の⢭⚄的な安ᐃとそれにకい自

分がᢪえている問題が㢧ᅾ化してきた。また、今回の課題に取り組ࡴẼ持ちも前ྥきになった。 

（㸳）訪問日以㝆のやりとり 

  メールを用して進ᤖ状ἣの確認を行った。 

 

２）� 回目訪問 

 日時：���� 年 �� 月 ��：��～��：�� 

 参加者：�名（♫長 �名、所長 �名、） 

（１）� 回目訪問看護の事の経㐣やᚓられた結果、相談者の反応 

� 回目の訪問後、来年度の看護ᖌの᥇用がỴᐃしていた。しかし、ࣜーࢲー的Ꮡᅾであったࣜࣅࣁ
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ࣜスタッフの㏥⫋がỴまっていた。また、そのࣜࣜࣅࣁスタッフは利用者を自分が⛣㌿するステーシ

ョンへᘬきᢤきを行っていた。そのため、所長はそれに対する対応に㏣われて前回の訪問よりも業務

はከᛁを極めていた。だが、所長の業務の㍍ῶについては᪂つの看護ᖌを᥇用するということで今後

少しᨵၿが見㎸まれる。また、訪問スケࢪュールのㄪ整については㏵上ではあったが進められていた。

そして、全体的な業務フࣟーの見┤しも検討されており、作業の効⋡化というほ点で訪問ඛでのグ㘓

が行なえるように L3DG の導ධにྥけて前ྥきに検討中であった。 

（２）� 回目のアࢨࣂࢻーὴ㐵事業を㏻した全体的な評価 

開設して㛫もないということから、日ࠎの業務のフࣟーの見┤しや所長としての役の整理などᨵ

ၿ点がከᒱにわたっていた。今回のアࢨࣂࢻーὴ㐵事業で、訪問スケࢪュールの見┤しや L3DG を

取りධれた業務フࣟーの見┤しをᥦした。また、所長がᏙ立しており訪問看護ステーションの所長

としての経験も浅いため管理者◊ಟや訪問看護のステーションྥけの経営ࢭミࢼーへの参加をᥦ

した。◊ಟなどへの参加で、▱識やス࢟ルの⩦ᚓはもちろんのことであるが相談相ᡭや௰㛫ができる

こともᮇᚅできると考える。 

事前の課題ᢳ出がධᛕに行えていれࡤ �回の訪問中に、業務フࣟーの具体的なᨵၿの方法などにつ

いて㋃み㎸んだ内容でより具体的なアࣂࢻスがྍ⬟であったと考える。また、全体的には、㏵上で

あるが業務ᨵၿは進んでいるため今後᭦にᨵၿされることをᮇᚅしたい。 

  

                            

＜㹁訪問看護ステーション＞ 

  

 ステーションの利用者確保と運営についての相談   

 

１）� 回目訪問 

 日時：���� 年 � 月 ��：��～��：�� 

 参加者：�名（所長 �名、看護ᖌ �名、作業⒪法ኈ �名） 

（１）相談内容 

① 看護ᖌが全員訪問看護のึᚰ者のⅭ受けるき◊ಟやステッࣉアッࣉが分からない 
② ᪂つ⋓ᚓが㞴しい(現状 1～2 ௳/日⛬度の訪問)  
③ 今後ターミࢼルケアの必要な利用者を受けධれていくにあたりどういった‽備が必要か 
④ 実地指導にྥけて、書類は整っているか確認したい 
յ 管理者としてやるき業務の確認 

（２）対応を必要とした問題・課題（相談内容の分析と問題の焦点化） 

① 病Ჷでの経験は㇏ᐩであり、管理者もスタッフもከくの⛉を経験しているが訪問看護についてᏛ

んだことがなく、ఱをᏛࡤいいかもわからない状ἣであった 

② 管理者は 6W を立ち上げてから �人目とのことだが、�人目は高㱋者でఱもわからない状ែであっ

たためケアࢿ࣐が相談できなかった、� 人目はステーションのお㔠を持ち㏨げしたとのことで࿘

㎶地域からの評ุがᝏいため、営業をしても౫㢗につながらない。ẖ日 �～�௳の訪問である。 

③ ターミࢼルケアもᘬき受けたいが � 人で⥭ᛴ㟁ヰをどのように回すきか。� 人は子౪がいて対

応が㞴しいこともあり、管理者が⥭ᛴ㟁ヰをࡰ所持している状ែ。ᅾ宅でのターミࢼルケアに

ついての方法などもわからず、相談もできない。 

④ 実地指導の‽備をしておいた方がいいと࿘ᅖの 6W の管理者などに言われるがどうすきか不明。

ేせて管理者としてどういったことを日ࠎの業務中で行うきかもよくわからない。♫長は理Ꮫ

⒪法ኈで地域が㞳れたところにあるูのࢧࢹーࣅスにおり相談もできない状ἣ。 

（３）相談への対応とその理由 

① 地域的に◊ಟが少ない。ターミࢼルケアをこれから行いたいとのことでターミࢼルケアの◊ಟを

⤂した。ไ度などに関しては子౪がいるスタッフはຮᙉに出ることも㞴しいため時㛫がある

うちに 6W 内でのຮᙉをするように່めた。 

② 地域のケアࣕࢪࢿ࣐ーྥけにチラシを作っているとのことで確認した。チラシとして人目をᘬく

ものがなくわかりにくかったため、ɔ 成やⰍい、内容について「見てもらうためにどうするか」

のアࣂࢻスを行った。スト࣐の事であったが、スト࣐の説明やどういったධをしたかにつ

いては་⒪に関して不ᚓᡭな &0 にもわかるようにより具体的な書き方にኚ᭦した。 

③ ᅾ宅ではターミࢼルケアの経験がないとのことであり地域のターミࢼルがᚓ意な་ᖌと相談をする

よう່める。ేせて子౪のいるスタッフにどの⛬度まで༠ຊをᚓられるか確認。やはりኪ㛫、ᅵ日対

応は↓理とのことであったため、ࡦと月に受けるターミࢼルケアや⥭ᛴ対応が必要な利用者の数をス

タッフが増えるまではไ㝈しスタッフの㈇ᢸを㍍ῶしながら⥭ᛴ対応ができるようにした。 

 。ルテについて確認。ึ回ィ⏬書について説明と、実地指導でよく聞かれる内容について説明࢝ ④
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ࣜスタッフの㏥⫋がỴまっていた。また、そのࣜࣜࣅࣁスタッフは利用者を自分が⛣㌿するステーシ

ョンへᘬきᢤきを行っていた。そのため、所長はそれに対する対応に㏣われて前回の訪問よりも業務

はከᛁを極めていた。だが、所長の業務の㍍ῶについては᪂つの看護ᖌを᥇用するということで今後

少しᨵၿが見㎸まれる。また、訪問スケࢪュールのㄪ整については㏵上ではあったが進められていた。

そして、全体的な業務フࣟーの見┤しも検討されており、作業の効⋡化というほ点で訪問ඛでのグ㘓

が行なえるように L3DG の導ධにྥけて前ྥきに検討中であった。 

（２）� 回目のアࢨࣂࢻーὴ㐵事業を㏻した全体的な評価 

開設して㛫もないということから、日ࠎの業務のフࣟーの見┤しや所長としての役の整理などᨵ

ၿ点がከᒱにわたっていた。今回のアࢨࣂࢻーὴ㐵事業で、訪問スケࢪュールの見┤しや L3DG を

取りධれた業務フࣟーの見┤しをᥦした。また、所長がᏙ立しており訪問看護ステーションの所長

としての経験も浅いため管理者◊ಟや訪問看護のステーションྥけの経営ࢭミࢼーへの参加をᥦ

した。◊ಟなどへの参加で、▱識やス࢟ルの⩦ᚓはもちろんのことであるが相談相ᡭや௰㛫ができる

こともᮇᚅできると考える。 

事前の課題ᢳ出がධᛕに行えていれࡤ �回の訪問中に、業務フࣟーの具体的なᨵၿの方法などにつ

いて㋃み㎸んだ内容でより具体的なアࣂࢻスがྍ⬟であったと考える。また、全体的には、㏵上で

あるが業務ᨵၿは進んでいるため今後᭦にᨵၿされることをᮇᚅしたい。 

  

                            

＜㹁訪問看護ステーション＞ 

  

 ステーションの利用者確保と運営についての相談   

 

１）� 回目訪問 

 日時：���� 年 � 月 ��：��～��：�� 

 参加者：�名（所長 �名、看護ᖌ �名、作業⒪法ኈ �名） 

（１）相談内容 

① 看護ᖌが全員訪問看護のึᚰ者のⅭ受けるき◊ಟやステッࣉアッࣉが分からない 
② ᪂つ⋓ᚓが㞴しい(現状 1～2 ௳/日⛬度の訪問)  
③ 今後ターミࢼルケアの必要な利用者を受けධれていくにあたりどういった‽備が必要か 
④ 実地指導にྥけて、書類は整っているか確認したい 
յ 管理者としてやるき業務の確認 

（２）対応を必要とした問題・課題（相談内容の分析と問題の焦点化） 

① 病Ჷでの経験は㇏ᐩであり、管理者もスタッフもከくの⛉を経験しているが訪問看護についてᏛ

んだことがなく、ఱをᏛࡤいいかもわからない状ἣであった 

② 管理者は 6W を立ち上げてから �人目とのことだが、�人目は高㱋者でఱもわからない状ែであっ

たためケアࢿ࣐が相談できなかった、� 人目はステーションのお㔠を持ち㏨げしたとのことで࿘

㎶地域からの評ุがᝏいため、営業をしても౫㢗につながらない。ẖ日 �～�௳の訪問である。 

③ ターミࢼルケアもᘬき受けたいが � 人で⥭ᛴ㟁ヰをどのように回すきか。� 人は子౪がいて対

応が㞴しいこともあり、管理者が⥭ᛴ㟁ヰをࡰ所持している状ែ。ᅾ宅でのターミࢼルケアに

ついての方法などもわからず、相談もできない。 

④ 実地指導の‽備をしておいた方がいいと࿘ᅖの 6W の管理者などに言われるがどうすきか不明。

ేせて管理者としてどういったことを日ࠎの業務中で行うきかもよくわからない。♫長は理Ꮫ

⒪法ኈで地域が㞳れたところにあるูのࢧࢹーࣅスにおり相談もできない状ἣ。 

（３）相談への対応とその理由 

① 地域的に◊ಟが少ない。ターミࢼルケアをこれから行いたいとのことでターミࢼルケアの◊ಟを

⤂した。ไ度などに関しては子౪がいるスタッフはຮᙉに出ることも㞴しいため時㛫がある

うちに 6W 内でのຮᙉをするように່めた。 

② 地域のケアࣕࢪࢿ࣐ーྥけにチラシを作っているとのことで確認した。チラシとして人目をᘬく

ものがなくわかりにくかったため、ɔ 成やⰍい、内容について「見てもらうためにどうするか」

のアࣂࢻスを行った。スト࣐の事であったが、スト࣐の説明やどういったධをしたかにつ

いては་⒪に関して不ᚓᡭな &0 にもわかるようにより具体的な書き方にኚ᭦した。 

③ ᅾ宅ではターミࢼルケアの経験がないとのことであり地域のターミࢼルがᚓ意な་ᖌと相談をする

よう່める。ేせて子౪のいるスタッフにどの⛬度まで༠ຊをᚓられるか確認。やはりኪ㛫、ᅵ日対

応は↓理とのことであったため、ࡦと月に受けるターミࢼルケアや⥭ᛴ対応が必要な利用者の数をス

タッフが増えるまではไ㝈しスタッフの㈇ᢸを㍍ῶしながら⥭ᛴ対応ができるようにした。 

 。ルテについて確認。ึ回ィ⏬書について説明と、実地指導でよく聞かれる内容について説明࢝ ④
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（４）相談者の反応�結果および成果� 

① ターミࢼルケアについてはそれࡒれのスタッフを㡰␒に◊ಟに行かせたいとのことで、内容につ

いて⇕ᚰにメモを取っていた。Hラーニンࢢも進めていくとのこと。 

② 「不利な状ἣでᮏᙜに㎞い、自分たちは⇕意もあって一⏕ᠱやっているのに前の人たちのせい

でࠗどうせあんたたちもྠじような感じなんでし࠘ࡻとしか見てもらえない」とヰす。ഴ⫈をし

ながら、少しずつ今の関わりの中でフンを増やしていくことを目ᶆとしたいఏえると㢔いてい

た。またチラシに関しては訪問後すࡄにチラシを再度作成してみたので確認してしいとメール

が㏦られてきた。図をධれたりᩥᏐのࢬࢧをኚえたり➼きなᨵၿが見られた。確認後再度ಟ

正して㏦している。 

③ 病院や訪問デ⒪の་ᖌで連携ができそうなところをピッࢡアッࣉして連⤡を取るようにఏえたと

ころ、ḟ回の地域のຮᙉでヰをしてみると前ྥきなᵝ子であった。 

④ ᖒ⚊類もಟ正した点がメールで㏦され、訪問時にఏえたことはすてᨵၿしていた。 

（㸳）訪問日以㝆のやりとり 

㝶時メールでのやり取りをして᪂しいチラシ➼のಟ正や進ᤖ報࿌のやり取りをしていた。 

 

２）� 回目訪問 

 日時：���� 年 �� 月 ��：��～��：�� 

 参加者：�名（所長 �名、看護ᖌ �名） 

（１）� 回目訪問看護の事の経㐣やᚓられた結果、相談者の反応 

訪問看護のケアの内容をグ㍕したチラシを作成しᐃᮇ的にケアࣕࢪࢿ࣐ーに㓄ᕸしている。チラシ

はアࣂࢻスを受けて今までとは㐪い人目をᘬく࣏ントをᥗんで作成できている。チラシの㓄ᕸを

してから౫㢗数が増えたとヰし、利用者数も増えている�1V� 名で �～� ௳�日э� ௳�日⛬度、ࣜࣅࣁ

ࣜはࡰ✵きがない状ἣ�。♫長からもアࢨࣂࢻーධ後にⰋい結果が出てきていると言われたの

でᎰしいとのこと。ターミࢼルケアのᏛ⩦のためにアࢨࣂࢻーが່めたຮᙉに参加し、自分たち

のレ࣋ルがいかにపいか、地域のレ࣋ルのᕪを感じたので⥅⥆してຮᙉに行きたいとのことで現ᅾの

地域では流が持てなかったがูの地域の看護ᖌとࢢルー࣡ࣉーࢡなどを行って่⃭を受けたᵝ子

であった。地域で看取りをする་ᖌが少なくターミࢼルケアの実の౫㢗はまだ来ていないがᘬき⥆

きターミࢼルケアの౫㢗にྥけて㡹ᙇりたい。というヰが聞かれた。 

 スタッフが � 名㏥⫋することになり、᪩ᛴに人ᮦの確保が必要という᪂たな問題が⏕じていた。

ὴ㐵♫を用することは㔠㖹的に㞴しいとの♫長のุ᩿とのことであった。以前からẼになってい

た࣍ー࣒࣌ーࢪの内容のᨵၿや 616 の利用についてアࣂࢻスを行った。 

（２）� 回目のアࢨࣂࢻーὴ㐵事業を㏻した全体的な評価 

ᙜึはアࢨࣂࢻーということでコーチンࢢ体でのධを考えていたが、1 回目の訪問時に「全

くどうしていいかわからないんです」とのヰを伺い、テーチンࢢにษり᭰えてのධとなった。 
୧日とも必ず相談者以外のスタッフもྠᖍしており、ステーション全体の人数は少ないながらもみ

んなで༠ຊして問題をゎỴしたいという意ḧが感じられるステーションであった。1 回目の訪問後、

相談者をはじめスタッフはアࣂࢻスに༶応しその結果利用者数が増えたことがきなᡭࡈたえと

なったᵝ子であり、実㝿に♫長から評価されたことがᎰしいとの言ⴥも聞かれていた。ຮᙉの参加

                            

もスタッフをྠకしており、地域のケアࣕࢪࢿ࣐ーや་ᖌと積極的に関ಀを持つことがステーション

全体で行えていたことも利用者数の増加にきくᙳ㡪していると思われる。࿘㎶ステーションとの連

携が取りにくい地域であったため、今後も相談者が相談する相ᡭを地域で見つけることは㞴しいよう

に思われた。ᅔったことがあれࡤ⥅⥆して相談に応じることをఏえている。 
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（４）相談者の反応�結果および成果� 

① ターミࢼルケアについてはそれࡒれのスタッフを㡰␒に◊ಟに行かせたいとのことで、内容につ

いて⇕ᚰにメモを取っていた。Hラーニンࢢも進めていくとのこと。 

② 「不利な状ἣでᮏᙜに㎞い、自分たちは⇕意もあって一⏕ᠱやっているのに前の人たちのせい

でࠗどうせあんたたちもྠじような感じなんでし࠘ࡻとしか見てもらえない」とヰす。ഴ⫈をし

ながら、少しずつ今の関わりの中でフンを増やしていくことを目ᶆとしたいఏえると㢔いてい

た。またチラシに関しては訪問後すࡄにチラシを再度作成してみたので確認してしいとメール

が㏦られてきた。図をධれたりᩥᏐのࢬࢧをኚえたり➼きなᨵၿが見られた。確認後再度ಟ

正して㏦している。 

③ 病院や訪問デ⒪の་ᖌで連携ができそうなところをピッࢡアッࣉして連⤡を取るようにఏえたと

ころ、ḟ回の地域のຮᙉでヰをしてみると前ྥきなᵝ子であった。 

④ ᖒ⚊類もಟ正した点がメールで㏦され、訪問時にఏえたことはすてᨵၿしていた。 

（㸳）訪問日以㝆のやりとり 

㝶時メールでのやり取りをして᪂しいチラシ➼のಟ正や進ᤖ報࿌のやり取りをしていた。 

 

２）� 回目訪問 

 日時：���� 年 �� 月 ��：��～��：�� 

 参加者：�名（所長 �名、看護ᖌ �名） 

（１）� 回目訪問看護の事の経㐣やᚓられた結果、相談者の反応 

訪問看護のケアの内容をグ㍕したチラシを作成しᐃᮇ的にケアࣕࢪࢿ࣐ーに㓄ᕸしている。チラシ

はアࣂࢻスを受けて今までとは㐪い人目をᘬく࣏ントをᥗんで作成できている。チラシの㓄ᕸを

してから౫㢗数が増えたとヰし、利用者数も増えている�1V� 名で �～� ௳�日э� ௳�日⛬度、ࣜࣅࣁ

ࣜはࡰ✵きがない状ἣ�。♫長からもアࢨࣂࢻーධ後にⰋい結果が出てきていると言われたの
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もスタッフをྠకしており、地域のケアࣕࢪࢿ࣐ーや་ᖌと積極的に関ಀを持つことがステーション
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＜㹂訪問看護ステーション＞  

 

 安ᐃした事業運営とከ⫋✀連携・༠働のᅾり方について   

 

１）� 回目訪問 

 日時：���� 年 � 月 ��：��～��：�� 

 参加者：�名（所長 �名、実⩦⏕ �名） 

（１）相談内容 

① 人ᮦ⫱成について（経験㇏ᐩな実㊶⬟ຊの高いスタッフにはどのようなࢶールを用いたらよいか 

② ᪂つ⋓ᚓのための効果的な営業について（་⒪ᶵ関・ケアࣕࢪࢿ࣐ーからの౫㢗が少ない） 

③ 他⫋✀連携・༠働について（་ᖌやケアࣕࢪࢿ࣐ーとඹ㏻認識が持てない） 

（２）対応を必要とした問題・課題（相談内容の分析と問題の焦点化） 

① 「訪問看護ᖌ 2-7 シート」を㉎ධされていたが、管理者自㌟が訪問看護の経験がないためどのよ

うに⫱成していけࡤよいのかという不安なᵝ子も伺えた。ᐃᮇ的な事業所内の㆟・◊ಟは行え

ておらず、また、ᢸᙜ者㆟➼はスタッフ（ඖ上ྖ）が出ᖍしていた。 

② について、㢦の見える関ಀをᵓ⠏していけるような営業を行っているのかᑜࡡると業コンࢧル

を受けた㝿に「営業は㒑㏦でⰋい」と言われたのでそのようにしているという㏉⟅だった。 

③ については、ᅾ宅་の㐺ษな⑊③コントࣟールや意思Ỵᐃᨭが行われていないことに対し、

理的なࢪレン࣐を感じ、ࢹス࢝ンフレンスをᥦしたが受けධれてもらえない。また、ケア࣐

ーに訪問看護の必要性を理ゎしてもらえず㐺ษな算ᐃに⧅がっていないという現状があっࣕࢪࢿ

た。以上のことから⣒ཱྀは他⫋✀をコーࢿࢹートする㢳客管理も含めたࢪࢿ࣐メントのど点と

目ᶆ管理ではないかと感じた。 

（３）相談への対応とその理由 

①ステーションの理ᛕをඹ᭷し㨩ຊあるࣜࣕ࢟アࢨࢹンがᥥける組⧊体ไが整えられるよう、長

ᮇィ⏬の立をᥦした。（༢年度ィ⏬でᏛ⩦と成長のど点、業務ࢭࣟࣉスのど点、㢳客（⒪㣴者・

家族）のど点、⫋員のど点、㈈務のど点を整理）。まずは、ࢧーࣅスᥦ౪ᙉ化加算が取れる体ไの整

備をᥦした（2-7 シートを利用したラࢲーᩍ⫱）。 

②③については、まずは管理者の「㉁の高い⦆ケアを実㊶したい」というい、理的感受性の

高さについてᢎ認した。意思Ỵᐃᨭで༑分なヰしྜいがなされていない、不㐺ษな⑊③コントࣟー

ルに対して自ᚊᑛ㔜・ၿ行・↓༴ᐖのཎ๎によりࢪレン࣐をᢪえ、ḟのに活かせるようにとࢹス

レンスをᥦしていることは⣲ᬕしい取り組みであることをఏえた。今後は、他⫋✀を⫱てンフ࢝

るど点を持つことをᥦした。⒪㣴者・家族をア࣎ࢻケトし意思Ỵᐃᨭに積極的に関わり、ケア

ーや་ᖌとの渉、ㄪ整を行うことで他⫋✀の㉁のྥ上にも⧅がり、必要とされるステーシࣕࢪࢿ࣐

ョンとして࿘▱されること、また、現ᅾ、㢦の見える関ಀ作りが出来ていないので、ᢸᙜ者㆟には

管理者が出ᖍし、ステーションを利用することでఱかできるのかをわかりやすくఏえ 35 していくこ

とが᪂つ⋓ᚓにも⧅がることをఏえた。訪問看護の㢳客は⒪㣴者だけではなく、་ᖌ・ケアࣕࢪࢿ࣐

ー➼も含まれるため、㢳客‶㊊のど点からアࣟࣉーチし、⥅⥆して働きかけることがษであること

をఏえた。 

                            

（４）相談者の反応�結果および成果� 

訪問看護の経験がなく方ྥ性がずれていないかという不安についてはとてもⰋい実㊶を行ってい

たためᢎ認することで自信につながったのではないかと面談後の⾲情より感じとることができた。 

①について「目ᶆ管理と人事考課との連動もなく感ぬでỴめていたので、そのようにྍど化できる

ものがあるとスタッフの目指す方ྥ性も明確になるのでよいのではないか」という㏉⟅であった。 

②③について、་ᖌと⒪㣴者や家族のᠱけᶫを行うのも役であることをఏえると「ᅾ宅はそこま

でお⮃立てが必要なのか͐そういえࡤ、⸆ᖌはタミンࢢをみてうまく関わっている」という発言

から連携のとり方や㢳客についてり㏉るᶵとなっているようだった。 

（㸳）訪問日以㝆のやりとり 

メールで相談内容を要⣙し、具体的なᥦをᥦ♧した。 

 

２）� 回目訪問 

 日時：���� 年 �� 月 ��：��～��：�� 

 参加者：�名（所長 �名） 

（１）� 回目訪問看護の事の経㐣やᚓられた結果、相談者の反応 

相談内容①の人ᮦ⫱成に関しては 2-7 シートを活用して実されており、自ᕫの課題も明確になり、

今後のࢪࣅョンもᥦ♧することができていた。相談内容②③の᪂つ⋓ᚓのための効果的営業や他⫋✀

連携・༠働については、㢦の見える関ಀ作り、スタッフに௵せていたᢸᙜ者㆟への出ᖍ、ᅾ宅ケア

の▱識が不㊊している་ᖌ・ケアࣕࢪࢿ࣐ーを⫱てるど点（㢳客とᤊえア̿ࣟࣉとすること）を持ち

取り組ࡴ事で᪂つ౫㢗と訪問௳数は増えており、᪂つをお᩿りするかどうかという᪂たな相談が発⏕

していた。また、地域の看取りの㉁のྥ上に⧅がる◊ಟの⏬も་ᖌと取り組まれていた。家族へ

ンタࣅュー行い、家族の思いがᘬき出せるࢹス࢝ンフレンスを行うのだと目を࢟ラ࢟ラさせてㄒら

れた。「前をやっとྥくことができた。ずっとୗをྥいていた。これまでずっと焦っていた。」と自ᕫ

を⾲現され、これまでを客ほ的にり㏉るᶵとなっていた。 

（２）� 回目のアࢨࣂࢻーὴ㐵事業を㏻した全体的な評価 

管理者自㌟も 2-7 シートを用いて自ᕫ評価したことで「自ᕫの課題が明確になった」と㏙、⅏ᐖ

やᚅᶵの࣐ニュアルもなかったⅭ᪩ᛴに作成すると報࿌された。ㄡがいつ行ってもྠじように出来る

よう、㉁を保てる体ไを整えることが人ᮦ⫱成にも⧅がると理ゎされていた。日ࠎの実㊶のࣜフレࢡ

ションについては、管理者対スタッフでᑀに行われており、Ẽきをᘬき出す関わりがなされてい

た。スタッフの▷所に目をྥけるのではなく、長所をఙࡤせるようなᨭも行えていた。一方で、こ

れまで運営㆟➼は行えておらず、訪問看護事業の収ᨭண やᦆ┈の状ἣもスタッフにはఏえていな

かった。ᚅᶵᙜ␒など管理者一人で⫼㈇っていることもከいように感じた。訪問看護は⊂立᥇算ไで

あり、スタッフで行える㢳客管理もあるため、組⧊の安ᐃ化についてᙜ事者意識を⫱て༠ຊをᚓるこ

とも不ྍḞである。そのためには管理者とスタッフの関ಀにおける指♧௧⣔⤫を明確にする必要性

もఏえた。今回、ࢪࣅョンも明確にされたのでスタッフとヰしྜう⎔ቃを整えてみてはどうかとᥦ

した。ᮏ来の目ᶆ管理とは、スタッフಶࠎがそれࡒれの目ᶆを目指して事をした結果、それにより

⏕み出された成果が組⧊の目ᶆ㐩成に⧅がり、スタッフಶࠎの成長にも⧅がるというしくみである。

ピーター・㹄・ࢻラッ࢝ーは目ᶆ管理の᭱の利点を「自ᕫ管理はᙉい動ᶵ࡙けをもたらす。自分の
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とも不ྍḞである。そのためには管理者とスタッフの関ಀにおける指♧௧⣔⤫を明確にする必要性

もఏえた。今回、ࢪࣅョンも明確にされたのでスタッフとヰしྜう⎔ቃを整えてみてはどうかとᥦ

した。ᮏ来の目ᶆ管理とは、スタッフಶࠎがそれࡒれの目ᶆを目指して事をした結果、それにより

⏕み出された成果が組⧊の目ᶆ㐩成に⧅がり、スタッフಶࠎの成長にも⧅がるというしくみである。

ピーター・㹄・ࢻラッ࢝ーは目ᶆ管理の᭱の利点を「自ᕫ管理はᙉい動ᶵ࡙けをもたらす。自分の
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事ࡪりと成果を評価できなけれࡤならない」と㏙、成果を♧していくことがಶࠎの成長にも⧅が

ることをᙉㄪしている。組⧊の目ᶆがわからなけれࡤスタッフはどこを目指しྥかっていけࡤよいの

かわからないので、人ᮦ⫱成と目ᶆ管理を連動させᨭすると、より一ᒙⰋい方ྥへྥかうのではな

いかと感じた。課題にẼけࡤ取り組ࡴຊのある管理者なので訪問看護ࢧーࣅス㉁評価をᥦした。 

現ᅾ、分析中でありᘬき⥆きᨭを行う。 

  

                            

＜㹃訪問看護ステーション＞  

 

ステーションの㉁のྥ上にྥけた体ไ整備と看護とࣜࣜࣅࣁの༠働への取り組み 

 

１）� 回目訪問 

 日時：���� 年 � 月 ��：��～��：�� 

 参加者：管理者、スタッフ（看護ᖌ �名、27� 名、37� 名、事務 �名）ィ �名 

（１） 相談内容 

① 業務について：ጤ員、࣐ニュアルの整備、グ㘓➼整えていきたいと考えているので、他の事業

所の現状やຓ言を㡬きたい 

② ⱝいスタッフで意ḧ的に活動しているが、▱識やᢏ⾡のྥ上にも取り組んでいきたいと考えてい

る。◊ಟには参加し自ᕫ◊㛑には務めているが、かに取り組んでいけることはどういったこ

とがあるか 

③ 訪問看護ステーションの看護とࣜࣜࣅࣁの体ไ࡙くりや今後の方ྥ性について 

（２） 相談を必要とした問題・課題（相談内容の分析と問題点の焦点化） 

業務については、スタッフからもጤ員やᡭ㡰書があったうがいいのではないか、という意見が

でており、管理者は᪂つ᥇用者に対しても、ධ⫋時ྠじように説明、指導を行うことができ、ᛁしい

業務の中でも᪂人ᩍ⫱にえるࢶールとして、体ไ整備を行っていきたいと考えていた。また、スタ

ッフのᖹᆒ年㱋がⱝく、▱識やᢏ⾡➼これでいいのか、とᝎࡴこともከくあるとの事であった。ྛ自

月に �回は地域の◊ಟに参加し自ᕫ◊㛑にດめ、事検討もẼ࡙いたときに集まって事業所内で実

している状ἣであったが、ᙜ月から࢝ンフレンスをᐃ化し、事検討もᙧᘧ立てて行おうと考

えており、事検討の方法や、㡰␒、流れ➼効果的な方法を思中であった。 

ࣜ、のケースにおいてはࣜࣅࣁࣜ ��、だけの౫㢗で稼働している状ἣにありࣜࣅࣁ 年度のไ度の動

きも見ᤣえて、ࣜ スタッフもᙉく感じていࣁと看護の༠働のᙉ化を考えていかないといけないとࣜࣁ

る。地域のケアࢿ࣐の中に訪問看護ステーションからのࣜࣜࣅࣁ、という考えはなく、どのようなษ

りཱྀでそのᙉ化について理ゎをᚓて、看護とࣜࣁの༠働ᨭの౫㢗につなげていくことができるかᶍ

⣴している。 

（３） 相談への対応とその理由 

ステーションのスタッフはみな意ḧ的であり、常によりよくするための行動を考え、活動している

状ἣが伺えた。ጤ員➼については、ಶࠎのスタッフに必要性を感じるものをあげてもらい、まずは

ಀというᙧで取り組みをスタートさせてもいいのではないか。また、事検討については、時㛫➼

ルールをỴめ、アࢧーテࣈな意見換がษであること。㡰␒も、᭱ึはỴめてᐃᮇ的に実し、

ᐃ化してきたら、検討したいケースを積極的に出して進めていく方ྥで取り組めるのではないか➼

管理者にఏえた。▱識やᢏ⾡については、外部◊ಟへの参加の⥅⥆と、事検討でケースを検討す

ることでಶࠎの思考のࢭࣟࣉスを▱り、考え方の方ྥ性やそこで課題となったᢏ⾡的なことがあれࡤ、

それを事業所内のຮᙉで◊ಟしていく事➼ᥦ。思考のࢭࣟࣉスを▱ることは、考え方のඹ᭷や理

ゎができ、ಶࠎのẼ࡙きやᏛびにつながると考える。 

に、訪問看護の役・ᶵ⬟、そして訪問ࢿ࣐だけのケースについては、まずは地域のケアࣜࣅࣁࣜ
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事ࡪりと成果を評価できなけれࡤならない」と㏙、成果を♧していくことがಶࠎの成長にも⧅が

ることをᙉㄪしている。組⧊の目ᶆがわからなけれࡤスタッフはどこを目指しྥかっていけࡤよいの

かわからないので、人ᮦ⫱成と目ᶆ管理を連動させᨭすると、より一ᒙⰋい方ྥへྥかうのではな

いかと感じた。課題にẼけࡤ取り組ࡴຊのある管理者なので訪問看護ࢧーࣅス㉁評価をᥦした。 

現ᅾ、分析中でありᘬき⥆きᨭを行う。 

  

                            

＜㹃訪問看護ステーション＞  

 

ステーションの㉁のྥ上にྥけた体ไ整備と看護とࣜࣜࣅࣁの༠働への取り組み 

 

１）� 回目訪問 

 日時：���� 年 � 月 ��：��～��：�� 

 参加者：管理者、スタッフ（看護ᖌ �名、27� 名、37� 名、事務 �名）ィ �名 

（１） 相談内容 

① 業務について：ጤ員、࣐ニュアルの整備、グ㘓➼整えていきたいと考えているので、他の事業

所の現状やຓ言を㡬きたい 

② ⱝいスタッフで意ḧ的に活動しているが、▱識やᢏ⾡のྥ上にも取り組んでいきたいと考えてい

る。◊ಟには参加し自ᕫ◊㛑には務めているが、かに取り組んでいけることはどういったこ

とがあるか 

③ 訪問看護ステーションの看護とࣜࣜࣅࣁの体ไ࡙くりや今後の方ྥ性について 

（２） 相談を必要とした問題・課題（相談内容の分析と問題点の焦点化） 

業務については、スタッフからもጤ員やᡭ㡰書があったうがいいのではないか、という意見が

でており、管理者は᪂つ᥇用者に対しても、ධ⫋時ྠじように説明、指導を行うことができ、ᛁしい

業務の中でも᪂人ᩍ⫱にえるࢶールとして、体ไ整備を行っていきたいと考えていた。また、スタ

ッフのᖹᆒ年㱋がⱝく、▱識やᢏ⾡➼これでいいのか、とᝎࡴこともከくあるとの事であった。ྛ自

月に �回は地域の◊ಟに参加し自ᕫ◊㛑にດめ、事検討もẼ࡙いたときに集まって事業所内で実

している状ἣであったが、ᙜ月から࢝ンフレンスをᐃ化し、事検討もᙧᘧ立てて行おうと考

えており、事検討の方法や、㡰␒、流れ➼効果的な方法を思中であった。 

ࣜ、のケースにおいてはࣜࣅࣁࣜ ��、だけの౫㢗で稼働している状ἣにありࣜࣅࣁ 年度のไ度の動

きも見ᤣえて、ࣜ スタッフもᙉく感じていࣁと看護の༠働のᙉ化を考えていかないといけないとࣜࣁ

る。地域のケアࢿ࣐の中に訪問看護ステーションからのࣜࣜࣅࣁ、という考えはなく、どのようなษ

りཱྀでそのᙉ化について理ゎをᚓて、看護とࣜࣁの༠働ᨭの౫㢗につなげていくことができるかᶍ

⣴している。 

（３） 相談への対応とその理由 

ステーションのスタッフはみな意ḧ的であり、常によりよくするための行動を考え、活動している

状ἣが伺えた。ጤ員➼については、ಶࠎのスタッフに必要性を感じるものをあげてもらい、まずは

ಀというᙧで取り組みをスタートさせてもいいのではないか。また、事検討については、時㛫➼

ルールをỴめ、アࢧーテࣈな意見換がษであること。㡰␒も、᭱ึはỴめてᐃᮇ的に実し、

ᐃ化してきたら、検討したいケースを積極的に出して進めていく方ྥで取り組めるのではないか➼

管理者にఏえた。▱識やᢏ⾡については、外部◊ಟへの参加の⥅⥆と、事検討でケースを検討す

ることでಶࠎの思考のࢭࣟࣉスを▱り、考え方の方ྥ性やそこで課題となったᢏ⾡的なことがあれࡤ、

それを事業所内のຮᙉで◊ಟしていく事➼ᥦ。思考のࢭࣟࣉスを▱ることは、考え方のඹ᭷や理

ゎができ、ಶࠎのẼ࡙きやᏛびにつながると考える。 

に、訪問看護の役・ᶵ⬟、そして訪問ࢿ࣐だけのケースについては、まずは地域のケアࣜࣅࣁࣜ
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看護ステーションのࣜࣜࣅࣁの役・ᶵ⬟、そしてそこをᙉ化�༠働�することの効果について▱って

いただくアࣟࣉーチが必要であることをఏえた。 

（４） 相談者の反応（結果ཬび成果） 

管理者は、再度全体で必要なጤ員はఱかをスタッフ全員から意見を出してもらい、役分ᢸして

進めていけるように取り組ࡴとのことであった。また、事検討についても、ィ⏬的に進めていけ

るよう、�� 分で事検討ができるように、事前‽備（࢝ルテに目を㏻してもらっておく、検討課題

を明確にして進める➼）、ルールをỴめて取り組んでみるとのことであった。 

全体にఏえていけるሙについて相談ࢿ࣐の代⾲の方にケアࢿ࣐と看護のᙉ化については、ケアࣁࣜ

し、日ࠎの関わりの中でも、訪問看護ステーションのࣜࣜࣅࣁの役についてヰをしていきながら、

理ゎがᚓられるように取り組んでみるとのことであった。 

（㸳） 訪問日以㝆のやりとり 

一度メールで相談に対する㈨ᩱᥦ౪を行い、�日目の訪問を㏄えた。 

 

�）� 回目訪問 

 日時：���� 年 �� 月 ��：��～��：�� 

 参加者：管理者、作業⒪法ኈ �名 ィ �名 

（１）� 回目訪問後の事の経㐣やᚓられた結果、相談者の反応 

ጤ員、࢝ンフレンスについては、グ㘓、ຮᙉ、業務ᨵၿ、感ᰁ・安全対策、࢝ンフレンス・

ーをỴめ、▷ᮇ目ᶆ、長ᮇ目ᶆࢲーࣜࣈࢧ、ーࢲント対策➼、�つのጤ員を立ち上げࣜーࢹンシ

をᐃめ動きጞめており、࢝ンフレンスは、㐌 �回ランチミーテンࢢをィ⏬。事検討もルールを

Ỵめ、効果的なᡭ法の検討中であった。進みጞめたࡤかりなので、3'&$ を意識しながら⥅⥆してい

く、とのことであった。 

れの役ࡒのみのケースに看護も関わっていくことについては、ཌ労┬の㈨ᩱをᇶに、それࣜࣅࣁࣜ

➼についてヰをしながら、訪問看護ステーションからのࣜࣜࣅࣁについて説明し、�� 年 � 月をど

㔝に、⛣行できる方ྥでケアࢿ࣐にヰをし、ステーションの体ไ整備もしていきたいとの事であった。 

（２）� 回のアࢨࣂࢻーὴ㐵事業を㏻した全体的な評価 

意ḧとパ࣡ーのあるステーションで、その取り組みのࢪ࣏テࣈさと自分たちの進めたい方ྥ性が

はっきりしており、アࢨࣂࢻーのఏえる言ⴥをきっかけに、ᰂ㌾な思考で具体化させていくことで

᪂たな発ᒎにつながっていると感じた。ⱝいスタッフࡤかりで、これでいいのかとᝎんでいた点につ

いては、アࢨࣂࢻーのධとして、ᢎ認やඹ感、また経験からのຓ言をすることで、そのຊをᘬき

だしていくことにつながると感じた。 

 

 

  

                            

＜㹄訪問看護ステーション＞  

 

➇ྜ地域の中でステーションのᙉみをᙉ化した事業所運営を考える 

 

１）� 回目訪問 

 日時：���� 年 � 月 ��：��～��：�� 

 参加者：所長、管理者、௵、常勤スタッフ �名 ィ �名 

（１） 相談内容 

① 利用者⋓ᚓ➼、り上げを増やすための営業方法など▱りたい 

② 訪問看護スタッフの⫱成、ᩍ⫱方法を▱りたい 

（２） 相談を必要とした問題・課題（相談内容の分析と問題点の焦点化） 

立ち上げて �年経ち、利用者を増やしてきたいと考えているが、地域の中᰾病院はすて訪問看護

をもっており、ධすることにᅔ㞴さを感じている。また、管理者も௵も、病院での⮫ᗋ経験のみ

で訪問看護はึめてで、➇ྜ地༊で今後どのように利用者を⋓ᚓできるかⱞ៖している。 

スタッフの⫱成についても、現ᅾは数回ྠ行後一人で訪問としているが、看護ᖌもおり、スタッ

フの実ຊにᕪがあり、ᩍ⫱方法にᝎんでいる。外部◊ಟ➼にも参加するようにしているが、かにど

のような方法が効果的かᶍ⣴している。 

（３） 相談への対応とその理由 

事業所の状ἣ、近隣の➇ྜの状ἣを確認し、現ᅾの取り組みを確認。その上でステーションのᙉみ

を整理していくと、ᙜステーションは⢭⚄⛉訪問看護にも積極的に取り組んでおり、⢭⚄⛉訪問看護

は⢭⚄⛉の病院がみなしで実しているが、中᰾病院の訪問看護は対応していない状ἣであった。⢭

⚄⛉ᝈをᢪえながら、他の病Ẽをే発している方もከいと考えられるため、⢭⚄⛉と他のᝈ管理

を୧ഃ面から管理できることをᙉみとして中᰾病院の訪問看護が対応ᅔ㞴と感じていたり、⢭⚄⛉の

みなしの訪問看護がターミࢼルや་⒪౫Ꮡ度の高いケースの対応をⱞᡭと感じていたሙྜ、そこに

ධし、しっかり࣏ࢧートすることで、かのケースの౫㢗にもつながるのではないかと考えた。 

また、ステーションとしてのࢪࣅョンが明確でなかったため、まずࢪࣅョンを明確にしていくこと

も必要で、どの方ྥにステーションをᙉ化していくのかによって、スタッフの⫱成についても、まず

取り組まなけれࡤならない課題をᢳ出・整理し、◊ಟィ⏬を立てていくことが必要ではないかと考え

る。 

（４） 相談者の反応（結果ཬび成果） 

管理者、௵より、まず事業所としてのࢪࣅョンを明確にできるよう具体的に考え、そこでఱが必

要か、どのように実㊶していくことができるか検討していきたいとの事であった。所長からは、⢭⚄

⛉でධ院しているケースの一時㏥院のఫᒃについて、♫のうでアパートを‽備して活用していけ

るようㄪ整中であり、そこに訪問看護でもしっかり࣏ࢧートできれࡤ、病院とᅾ宅のおいの必要性

がかみྜい㏥院ᨭにつなげていくことができると考えられるため、⢭⚄⛉のᨭにຊをධれてしっ

かりと体ไ࡙くりをしていきたいとのことであった。ᘓ≀のヰはすでに動きጞめているとの事で、こ

れから病院の 36: や地域の相談ᨭࢭンターに取り組みについて説明し、受けධれ体ไやその後のフ

 。ー➼をしっかりとᡴち出してきたいとの意ྥが伺えた࢛ࣟ
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看護ステーションのࣜࣜࣅࣁの役・ᶵ⬟、そしてそこをᙉ化�༠働�することの効果について▱って

いただくアࣟࣉーチが必要であることをఏえた。 

（４） 相談者の反応（結果ཬび成果） 

管理者は、再度全体で必要なጤ員はఱかをスタッフ全員から意見を出してもらい、役分ᢸして

進めていけるように取り組ࡴとのことであった。また、事検討についても、ィ⏬的に進めていけ

るよう、�� 分で事検討ができるように、事前‽備（࢝ルテに目を㏻してもらっておく、検討課題

を明確にして進める➼）、ルールをỴめて取り組んでみるとのことであった。 

全体にఏえていけるሙについて相談ࢿ࣐の代⾲の方にケアࢿ࣐と看護のᙉ化については、ケアࣁࣜ

し、日ࠎの関わりの中でも、訪問看護ステーションのࣜࣜࣅࣁの役についてヰをしていきながら、

理ゎがᚓられるように取り組んでみるとのことであった。 

（㸳） 訪問日以㝆のやりとり 

一度メールで相談に対する㈨ᩱᥦ౪を行い、�日目の訪問を㏄えた。 

 

�）� 回目訪問 

 日時：���� 年 �� 月 ��：��～��：�� 

 参加者：管理者、作業⒪法ኈ �名 ィ �名 

（１）� 回目訪問後の事の経㐣やᚓられた結果、相談者の反応 

ጤ員、࢝ンフレンスについては、グ㘓、ຮᙉ、業務ᨵၿ、感ᰁ・安全対策、࢝ンフレンス・

ーをỴめ、▷ᮇ目ᶆ、長ᮇ目ᶆࢲーࣜࣈࢧ、ーࢲント対策➼、�つのጤ員を立ち上げࣜーࢹンシ

をᐃめ動きጞめており、࢝ンフレンスは、㐌 �回ランチミーテンࢢをィ⏬。事検討もルールを

Ỵめ、効果的なᡭ法の検討中であった。進みጞめたࡤかりなので、3'&$ を意識しながら⥅⥆してい

く、とのことであった。 

れの役ࡒのみのケースに看護も関わっていくことについては、ཌ労┬の㈨ᩱをᇶに、それࣜࣅࣁࣜ

➼についてヰをしながら、訪問看護ステーションからのࣜࣜࣅࣁについて説明し、�� 年 � 月をど

㔝に、⛣行できる方ྥでケアࢿ࣐にヰをし、ステーションの体ไ整備もしていきたいとの事であった。 

（２）� 回のアࢨࣂࢻーὴ㐵事業を㏻した全体的な評価 

意ḧとパ࣡ーのあるステーションで、その取り組みのࢪ࣏テࣈさと自分たちの進めたい方ྥ性が

はっきりしており、アࢨࣂࢻーのఏえる言ⴥをきっかけに、ᰂ㌾な思考で具体化させていくことで

᪂たな発ᒎにつながっていると感じた。ⱝいスタッフࡤかりで、これでいいのかとᝎんでいた点につ

いては、アࢨࣂࢻーのධとして、ᢎ認やඹ感、また経験からのຓ言をすることで、そのຊをᘬき

だしていくことにつながると感じた。 

 

 

  

                            

＜㹄訪問看護ステーション＞  

 

➇ྜ地域の中でステーションのᙉみをᙉ化した事業所運営を考える 

 

１）� 回目訪問 

 日時：���� 年 � 月 ��：��～��：�� 

 参加者：所長、管理者、௵、常勤スタッフ �名 ィ �名 

（１） 相談内容 

① 利用者⋓ᚓ➼、り上げを増やすための営業方法など▱りたい 

② 訪問看護スタッフの⫱成、ᩍ⫱方法を▱りたい 

（２） 相談を必要とした問題・課題（相談内容の分析と問題点の焦点化） 

立ち上げて �年経ち、利用者を増やしてきたいと考えているが、地域の中᰾病院はすて訪問看護

をもっており、ධすることにᅔ㞴さを感じている。また、管理者も௵も、病院での⮫ᗋ経験のみ

で訪問看護はึめてで、➇ྜ地༊で今後どのように利用者を⋓ᚓできるかⱞ៖している。 

スタッフの⫱成についても、現ᅾは数回ྠ行後一人で訪問としているが、看護ᖌもおり、スタッ

フの実ຊにᕪがあり、ᩍ⫱方法にᝎんでいる。外部◊ಟ➼にも参加するようにしているが、かにど

のような方法が効果的かᶍ⣴している。 

（３） 相談への対応とその理由 

事業所の状ἣ、近隣の➇ྜの状ἣを確認し、現ᅾの取り組みを確認。その上でステーションのᙉみ

を整理していくと、ᙜステーションは⢭⚄⛉訪問看護にも積極的に取り組んでおり、⢭⚄⛉訪問看護

は⢭⚄⛉の病院がみなしで実しているが、中᰾病院の訪問看護は対応していない状ἣであった。⢭

⚄⛉ᝈをᢪえながら、他の病Ẽをే発している方もከいと考えられるため、⢭⚄⛉と他のᝈ管理

を୧ഃ面から管理できることをᙉみとして中᰾病院の訪問看護が対応ᅔ㞴と感じていたり、⢭⚄⛉の

みなしの訪問看護がターミࢼルや་⒪౫Ꮡ度の高いケースの対応をⱞᡭと感じていたሙྜ、そこに

ධし、しっかり࣏ࢧートすることで、かのケースの౫㢗にもつながるのではないかと考えた。 

また、ステーションとしてのࢪࣅョンが明確でなかったため、まずࢪࣅョンを明確にしていくこと

も必要で、どの方ྥにステーションをᙉ化していくのかによって、スタッフの⫱成についても、まず

取り組まなけれࡤならない課題をᢳ出・整理し、◊ಟィ⏬を立てていくことが必要ではないかと考え

る。 

（４） 相談者の反応（結果ཬび成果） 

管理者、௵より、まず事業所としてのࢪࣅョンを明確にできるよう具体的に考え、そこでఱが必

要か、どのように実㊶していくことができるか検討していきたいとの事であった。所長からは、⢭⚄

⛉でධ院しているケースの一時㏥院のఫᒃについて、♫のうでアパートを‽備して活用していけ

るようㄪ整中であり、そこに訪問看護でもしっかり࣏ࢧートできれࡤ、病院とᅾ宅のおいの必要性

がかみྜい㏥院ᨭにつなげていくことができると考えられるため、⢭⚄⛉のᨭにຊをධれてしっ

かりと体ไ࡙くりをしていきたいとのことであった。ᘓ≀のヰはすでに動きጞめているとの事で、こ

れから病院の 36: や地域の相談ᨭࢭンターに取り組みについて説明し、受けධれ体ไやその後のフ

 。ー➼をしっかりとᡴち出してきたいとの意ྥが伺えた࢛ࣟ
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�）� 回目訪問 

 日時：���� 年 �� 月 ��：��～��：�� 

 参加者：所長、管理者、௵、常勤スタッフ �名 ィ �名 

（１）� 回目訪問後の事の経㐣やᚓられた結果、相談者の反応 

� 回目の訪問時ᥖげていた①ࢪࣅョンの明確化②⢭⚄⛉訪問看護の実について、取り組みの進ᤖ

状ἣを確認していった。 

ョンをᥖげࢪࣅョンについては、事業所内でみんなでヰしྜい、事業所として意思⤫一されたࢪࣅ

ていたので、それに対するアࢡションࣉランを確認した。これについては、もう少し検討していくと

の事であったが、意ḧ的に事業所全体で取り組んでおり、ࣉラスの要⣲がከく見受けられるため、ア

 。ランを明確にᥖげることで実㊶のྍど化ができていくと感じたࣉションࢡ

⢭⚄⛉訪問看護については、アパートもᶵ動しはじめ、行政や関ಀᶵ関にもᣵᣜに行き、効果的な

ᐉఏと理ゎをᚓることができたとの事であった。現ᅾ �名のධᒃ者がおられ、᪂つにもう �名ධᒃண

ᐃとの事で、⢭⚄⛉のᨭで病院に説明に伺った㝿、⢭⚄⛉ᝈで⒴に⨯ᝈしたケースの౫㢗をうけ、

୧ഃ面が࣏ࢧートできるステーションとして関りができ、今後のケース౫㢗につながりそうな状ἣが

あるとの事であった。 

利用者の⋓ᚓについては、少しずつ増えてきており、ケアࢿ࣐からもኌをかけてもらいやすい関ಀ

性が⠏けているとの事であった。また、�月にࣜࣁスタッフがධ⫋ணᐃとのことなので、᪂たな開ᣅ

として、地域ໟᣓᨭࢭンターへのアࣟࣉーチについてᥦしていった。これはண㜵的ど点でのࣜࣁ

と看護のධにより、いったん訪問看護を༞業したとしても、加㱋とともにఱらかのᝈがみられた

り、$'/ のపୗが⏕じた時には再度関わっていくことで、必要なࢧーࣅスを効果的に活用し、利用者

にとっても᭷┈となるᨭにつながると考える。ࣜࣁと看護の連携や༠働については、�� 年度のไ

度ᨵᐃにࡴけても、事業所としての方㔪について確認し、しっかりと検討してくとの事であった。 

（２）� 回のアࢨࣂࢻーὴ㐵事業を㏻した全体的な評価 

開所後 �年㛫は、ᡭ᥈りでステーション運営をしてきたとのことで、➇ྜの中で訪問看護を実㊶し

ていくᡓ␎や、事業所としてのࢪࣅョンが不明確であったが、今回一⥴に現状を見ていくことで、自

分たちの⠏いていく訪問看護の方ྥ性が見え、そこにྥかってどのように取り組んでいく必要がある

か、具ከ的な取り組みをᘬき出すことができたと考える。アࢨࣂࢻーは、相談者からのᢞげかけに

対し、Ẽ࡙きや思いをᘬき出せるධが必要であり、相談者を࢚ンパ࣡メントしていく役があると

考える。 

  

                            

＜㹅訪問看護ステーション＞  

 

開設ึ年度、利用者数・看護ᖌ数が増加しない 

 

１）１回目訪問 

 日時：���� 年 � 月 �����～����� 

 参加者：（経営者兼所長） 

（１） 相談内容 

開設から �ࣨ月を㏄えるが、①利用者数が �名、②看護ᖌ ��� 名で増加しない。 

（２） 対応を必要とした問題・課題（相談内容の分析と問題の焦点化） 

① 所長が一人で営業してきた。利用者⣧増 �名�月の目ᶆにཬࡤない 

② 看護⫋員 常勤 �名、㠀常勤 �名、常勤換算 ��� 名。ồ人ᗈ࿌うっているが᥇用に⧅がらない 

（３） 相談への対応とその理由 

① まず現状確認した。経営༴ᶵの認識、業体ຊから㏫算して༢月㯮Ꮠにする時ᮇを明確にしたか

ったためである。開設から �ࣨ月で �ࣨ月あたりの訪問回数 �� 回、上 ��～�� 、経㈝ ��～��

、業体ຊとしては、今年度いっࡥいは現状でも対応ྍ⬟であること、ᑀな看護をᒎ開して

いきたい方㔪であることを相談者とඹ㏻認識した。 

ḟに営業方法について説明した。事業所の▱名度をあげ、ケアࣕࢪࢿ࣐ーと㢦の見える関ಀをᵓ

⠏する必要があると考えたからだ。 

② 経㈝のかからないồ人方法を↷した。ồ人にはお㔠をかけてよいとᇶᮏ的には考えているが、

現ᅾの経営状ἣでは経㈝を๐ῶする必要があると考えたからだ。 

（４） 相談者の反応（結果および成果） 

① ᡓ␎的に営業し、ィ⏬的に利用者を⋓ᚓする必要があることが分った。スタッフとヰをして、営

業してみますとㄒった。事業所パンフレットや事業所内ࣜーフレットを᭦᪂しようとの意ḧ的

な意見も出た。 

コンをᚓ意とするスࢯや㹑㹌㹑の活用に取り組んでみる方法があったとẼき、パࢪー࣒࣌ー࣍ ②

タッフがいるとㄒった。 

（㸳）その他 

   ᖒ⚊類の不備がないかとの相談もあったが、きちんと整備されていた。 

 

２）２回目訪問 

 日時：���� 年 �� 月 �����～����� 

（１） １回目訪問後の事の経㐣やᚓられた結果、相談者の反応 

① 相談者は、ᒃ宅ᨭ事業所・開業་に ��～�� ௳�月の営業活動をした。⫋員とඹに、行政と看護

༠ඹ῭の訪問看護ᬑཬ活動や地域ໟᣓദの࣎ランテアにも参加した。 

その結果、᪂しいケアࣕࢪࢿ࣐ーからの౫㢗があった。しかし、利用者の⏦㎸と⤊の数がྠ数

であったため⣧増には⮳らなかった。 
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�）� 回目訪問 

 日時：���� 年 �� 月 ��：��～��：�� 

 参加者：所長、管理者、௵、常勤スタッフ �名 ィ �名 

（１）� 回目訪問後の事の経㐣やᚓられた結果、相談者の反応 

� 回目の訪問時ᥖげていた①ࢪࣅョンの明確化②⢭⚄⛉訪問看護の実について、取り組みの進ᤖ

状ἣを確認していった。 

ョンをᥖげࢪࣅョンについては、事業所内でみんなでヰしྜい、事業所として意思⤫一されたࢪࣅ

ていたので、それに対するアࢡションࣉランを確認した。これについては、もう少し検討していくと

の事であったが、意ḧ的に事業所全体で取り組んでおり、ࣉラスの要⣲がከく見受けられるため、ア

 。ランを明確にᥖげることで実㊶のྍど化ができていくと感じたࣉションࢡ

⢭⚄⛉訪問看護については、アパートもᶵ動しはじめ、行政や関ಀᶵ関にもᣵᣜに行き、効果的な

ᐉఏと理ゎをᚓることができたとの事であった。現ᅾ �名のධᒃ者がおられ、᪂つにもう �名ධᒃண

ᐃとの事で、⢭⚄⛉のᨭで病院に説明に伺った㝿、⢭⚄⛉ᝈで⒴に⨯ᝈしたケースの౫㢗をうけ、

୧ഃ面が࣏ࢧートできるステーションとして関りができ、今後のケース౫㢗につながりそうな状ἣが

あるとの事であった。 

利用者の⋓ᚓについては、少しずつ増えてきており、ケアࢿ࣐からもኌをかけてもらいやすい関ಀ

性が⠏けているとの事であった。また、�月にࣜࣁスタッフがධ⫋ணᐃとのことなので、᪂たな開ᣅ

として、地域ໟᣓᨭࢭンターへのアࣟࣉーチについてᥦしていった。これはண㜵的ど点でのࣜࣁ

と看護のධにより、いったん訪問看護を༞業したとしても、加㱋とともにఱらかのᝈがみられた

り、$'/ のపୗが⏕じた時には再度関わっていくことで、必要なࢧーࣅスを効果的に活用し、利用者

にとっても᭷┈となるᨭにつながると考える。ࣜࣁと看護の連携や༠働については、�� 年度のไ

度ᨵᐃにࡴけても、事業所としての方㔪について確認し、しっかりと検討してくとの事であった。 

（２）� 回のアࢨࣂࢻーὴ㐵事業を㏻した全体的な評価 

開所後 �年㛫は、ᡭ᥈りでステーション運営をしてきたとのことで、➇ྜの中で訪問看護を実㊶し

ていくᡓ␎や、事業所としてのࢪࣅョンが不明確であったが、今回一⥴に現状を見ていくことで、自

分たちの⠏いていく訪問看護の方ྥ性が見え、そこにྥかってどのように取り組んでいく必要がある

か、具ከ的な取り組みをᘬき出すことができたと考える。アࢨࣂࢻーは、相談者からのᢞげかけに

対し、Ẽ࡙きや思いをᘬき出せるධが必要であり、相談者を࢚ンパ࣡メントしていく役があると

考える。 

  

                            

＜㹅訪問看護ステーション＞  

 

開設ึ年度、利用者数・看護ᖌ数が増加しない 

 

１）１回目訪問 

 日時：���� 年 � 月 �����～����� 

 参加者：（経営者兼所長） 

（１） 相談内容 

開設から �ࣨ月を㏄えるが、①利用者数が �名、②看護ᖌ ��� 名で増加しない。 

（２） 対応を必要とした問題・課題（相談内容の分析と問題の焦点化） 

① 所長が一人で営業してきた。利用者⣧増 �名�月の目ᶆにཬࡤない 

② 看護⫋員 常勤 �名、㠀常勤 �名、常勤換算 ��� 名。ồ人ᗈ࿌うっているが᥇用に⧅がらない 

（３） 相談への対応とその理由 

① まず現状確認した。経営༴ᶵの認識、業体ຊから㏫算して༢月㯮Ꮠにする時ᮇを明確にしたか

ったためである。開設から �ࣨ月で �ࣨ月あたりの訪問回数 �� 回、上 ��～�� 、経㈝ ��～��

、業体ຊとしては、今年度いっࡥいは現状でも対応ྍ⬟であること、ᑀな看護をᒎ開して

いきたい方㔪であることを相談者とඹ㏻認識した。 

ḟに営業方法について説明した。事業所の▱名度をあげ、ケアࣕࢪࢿ࣐ーと㢦の見える関ಀをᵓ

⠏する必要があると考えたからだ。 

② 経㈝のかからないồ人方法を↷した。ồ人にはお㔠をかけてよいとᇶᮏ的には考えているが、

現ᅾの経営状ἣでは経㈝を๐ῶする必要があると考えたからだ。 

（４） 相談者の反応（結果および成果） 

① ᡓ␎的に営業し、ィ⏬的に利用者を⋓ᚓする必要があることが分った。スタッフとヰをして、営

業してみますとㄒった。事業所パンフレットや事業所内ࣜーフレットを᭦᪂しようとの意ḧ的

な意見も出た。 

コンをᚓ意とするスࢯや㹑㹌㹑の活用に取り組んでみる方法があったとẼき、パࢪー࣒࣌ー࣍ ②

タッフがいるとㄒった。 

（㸳）その他 

   ᖒ⚊類の不備がないかとの相談もあったが、きちんと整備されていた。 

 

２）２回目訪問 

 日時：���� 年 �� 月 �����～����� 

（１） １回目訪問後の事の経㐣やᚓられた結果、相談者の反応 

① 相談者は、ᒃ宅ᨭ事業所・開業་に ��～�� ௳�月の営業活動をした。⫋員とඹに、行政と看護

༠ඹ῭の訪問看護ᬑཬ活動や地域ໟᣓദの࣎ランテアにも参加した。 

その結果、᪂しいケアࣕࢪࢿ࣐ーからの౫㢗があった。しかし、利用者の⏦㎸と⤊の数がྠ数

であったため⣧増には⮳らなかった。 
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② 㠀常勤⫋員が常勤になるᕼᮃをఏえてきているので、来年度から �� 時㛫対応体ไを整えることが

Ỵまった。このことが利用者増に⧅がることをᮇᚅしているᵝ子だった。 

（２）２回のアࢨࣂࢻーὴ㐵事業を㏻した全体的な評価 

① � 回目の訪問から �回目まで、利用者増加の結果はᚓられなかった。ただし、ィ⏬的に営業する

取組は実されていた。営業効果は３ࣨ月後に出る᥎ されるので、ᮇᚅがもてる。 

② 働きやすい人㛫関ಀがᵓ⠏されており、⫋員が㠀常勤から常勤をᕼᮃした。①を㚷み、経㈝のか

からないồ人も⥅⥆していく方㔪がしめされて、っとした。 

ẖ年 ����～���� のステーションが開業し、��� のステーションが㛢㙐する。中でも開業から �年以

内の㛢㙐がከい理由の一つに、事のように利用者の⋓ᚓが㞴しいことにあると言われている。営業

を、看護ᖌはとんど経験しないが、訪問看護では必要である。効果的な営業方法についてのᩍ⫱は、

今後必要だと考えさせられた。  

  

                            

＜㹆訪問看護ステーション＞ 

 

訪問看護未経験の所長と経営・運営をどうすれࡤよいか考える 

 

１）１回目訪問 

 日時：���� 年 � 月 �����～����� 

 参加者：所長、スタッフ �名 

チーࢼ࣒ーシンࢢไか受け持ちไか。看護の㉁のᆒ一化を図る方法は。 

（１） 相談内容 

① 現ᅾ �� 名の利用者をチーࢼ࣒ーシンࢢไで訪問している。⥭ᛴ時対応が㐺ษにできるようにと考

えてのことだ。今後、利用者と看護ᖌが増えれࡤ、看護ᖌ一人ᙜたりがྠじ利用者にᐃᮇ訪問す

る㛫㝸が長くなる。今後はᢸᙜไにした方がよいか 

② ་⒪ミスが⏕じても、上ྖが་⒪ᚑ事者でないため、ㄡに相談したらよいものか 

ある利用者への་⒪ミスがあった。ᙜ事者であるスタッフは㏿やかに管理者に報࿌した。ただち

に管理者とスタッフで、利用者・家族には┤᥋、ㅰ⨥と説明をした。それから管理者は་と

ケアࣕࢪࢿ࣐ーに㏿やかにも報࿌・ㅰ⨥の㟁ヰをした。この௳を法人ᖿ部に報࿌すると、訪問ண

ᐃがあったにもかかわらず་を訪問してㅰ⨥するよう指♧された。このことに関し訪問の方

がඃඛなのではないかと⭊にⴠちていない。ᑦ、法人内に⤫一された࣐ニュアルがあるが、実㊶

レ࣋ルの内容ではない。法人内の所長たちに相談したいのだが、所長は中᩿されている。今後、

㐺ษな事ᨾண㜵策をどのように立てていったらよいか。 

加えて、⫋員の看護経験やᢏ⾡にᕪがある。事ᨾなく⤫一した看護をᥦ౪するにはどうしたらよ

いか。 

（２） 対応を必要とした問題・課題（相談内容の分析と問題の焦点化） 

① 相談者はチーࢼ࣒ーシンࢢไ、ᢸᙜไそれࡒれの利点・Ḟ点を明確には理ゎできていない。加え

て利用者が今後増加していくとண しているが、いつ㺃どの増えるか、対応できるかという不安

がある。 

② 訪問看護未経験者だけの開設㛫もない事業所のためᝎみやᅔりࡈとがከ数あるが、相談ඛがない。 

管理者は⫋員とಶ人面談をィ⏬的に実しているが、人事考課のためでᢏ⾡評価をしたことはな

い。またᢏ⾡評価ᇶ‽を持っていない。事業所内ᩍ⫱࣐ニュアルはない。 

（３） 相談への対応とその理由 

① チーࢼ࣒ーシンࢢไとᢸᙜไの利点・Ḟ点についてヰしྜいながら明確にした。ᵝࠎな体ไ⤂

した。利用者が増えても対応できる方法があることで不安がなくなり、どちらの方法を᥇ᢥする

か事業所にྥいた方法の㑅ᢥができると考えたからだ。 

② まず⫋員は管理者を含め全員が訪問看護未経験者である。そのメンࣂーで利用者を増やし、༠ຊ

しあって訪問し、事業所が明るくはつらつとしてඃしい㞺ᅖでዲ༳象とఏえ、関ಀᵓ⠏から開ጞ

した。 ḟに相談者はࣜスࢪࢿ࣐ࢡメント意識が高く、事業所内に関連する書⡠もᥞえている。

ント報࿌書も作成され、事業所内で事ᨾ対策やண㜵策をヰしྜってỴめࢹシࢡント・アࢹンシ

ているので、㐺ษであると評価し、自信をてるよう関わった。それからンシࢹント・アࢡシࢹ
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加えて、⫋員の看護経験やᢏ⾡にᕪがある。事ᨾなく⤫一した看護をᥦ౪するにはどうしたらよ

いか。 

（２） 対応を必要とした問題・課題（相談内容の分析と問題の焦点化） 

① 相談者はチーࢼ࣒ーシンࢢไ、ᢸᙜไそれࡒれの利点・Ḟ点を明確には理ゎできていない。加え

て利用者が今後増加していくとண しているが、いつ㺃どの増えるか、対応できるかという不安

がある。 

② 訪問看護未経験者だけの開設㛫もない事業所のためᝎみやᅔりࡈとがከ数あるが、相談ඛがない。 

管理者は⫋員とಶ人面談をィ⏬的に実しているが、人事考課のためでᢏ⾡評価をしたことはな

い。またᢏ⾡評価ᇶ‽を持っていない。事業所内ᩍ⫱࣐ニュアルはない。 

（３） 相談への対応とその理由 

① チーࢼ࣒ーシンࢢไとᢸᙜไの利点・Ḟ点についてヰしྜいながら明確にした。ᵝࠎな体ไ⤂

した。利用者が増えても対応できる方法があることで不安がなくなり、どちらの方法を᥇ᢥする
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ているので、㐺ษであると評価し、自信をてるよう関わった。それからンシࢹント・アࢡシࢹ

������ ������

�����ὴ㐵事業事業報告᭩����Bᮏᩥ�LQGG࣮ࢨࣂࢻ ���������������������



                            

ントを全に↓くすことはできないので、今の取組を⥅⥆するようヰした。 

そして法人ᖿ部に་⒪者がいないため相談できないという思いにඹ感し、相理ゎを深めること

を促した。そして㌟近に相談者をつくるために、ࢢルーࣉ内の所長㆟を再開できるよう上ྖに

働きかけること、地域の所長ྠኈのࢿット࣡ーࢡᵓ⠏を促した。 

その後、年㱋や実務経験が␗なる看護ᖌが訪問看護にᚑ事しጞめたࡤたりなので、安全で確実な

看護のᥦ౪を目指した具体策が必要だと考え、訪問看護に必要な看護ᢏ⾡㡯目と評価ᇶ‽を♧し

た。指導方法をඹに考えた。 

（４） 相談者の反応（結果および成果） 

① チーࢼ࣒ーシンࢢไにするかᢸᙜไにするかを、ḟ回までに全⫋員でヰしྜうと自ᕫỴᐃした。

また事業ィ⏬を立し、利用者⋓ᚓ目ᶆと⫋員᥇用ィ⏬を立てることの必要性を理ゎした。 

② ㌟近な相談者を確保するために、法人内外の所長ྠኈの連携をとれるよう働きかける方法をᶍ⣴

しようという意ḧを持てた。またᆒ一の安全な看護をᥦ౪するために、訪問看護に必要な看護ᢏ

⾡㡯目一ぴをって、ಶ人面談でスタッフと一⥴にᢏ⾡評価をし、㹍㹈Ｔで指導する目ᶆをඹに

立した。 

（㸳） 訪問日以㝆のやりとり 

以ୗ、�点の㟁ヰ相談があった。 

① 事業所で作成した࣐ニュアルのチ࢙ッࢡ౫㢗ඛがないとのことだった。㒑㏦で࣐ニュアルを㏦っ

てもらい、アࢨࣂࢻーがチ࢙ッࢡした。 

② 上ྖから㉥Ꮠだといわれ、㈹がῶ㢠していた。㹎㹊を見せられたが見方がわからないとのこと

だった。ḟ回訪問時に㹎㹊の説明をすることとした。 

③ 常勤看護ᖌ �名が⫱児ఇᬤにධった。ồ人活動に取り組ࡴ。   

  

２）２回目訪問 

 日時：���� 年 �� 月 �����～����� 

 参加者：所長 

（１）１回目訪問後の事の経㐣やᚓられた結果、相談者の反応 

① ⫋員で༠㆟し、チーࢼ࣒ーシンࢢไを⥅⥆することになった 

を作成し管理者と⫋員で相評価した。さらに利用⾲ࢡッ࢙ニュアルを作成して実、ᢏ⾡チ࣐ ②

者‶㊊度ㄪᰝを実し、Ⰻい評価をᚓて自信がもてた。ケアࣕࢪࢿ࣐ーや་には信㢗をᐤせ

てくれているところもあり、ࢿット࣡ーࢡもᣑしているとのことだった。 

⫋員がῶ少した༴ᶵは、全⫋員のチー࣒࣡ーࢡをさらにⰋዲにしている。 

法人内の所長㆟は中Ṇのままである。近隣の所長は病院からの訪問看護で、相談してみたがス

テーションのことはわからないとのことだった。㒑㏦で࣐ニュアルチ࢙ッࢡを受けたことに、感

ㅰしていた。今後もアࢨࣂࢻーと連⤡を取りྜうことをᥦすると、っとしていた。 

③ 㹎㹊の見方がわかった。収ᨭがわかると、㈹が少ないとの不‶や増㢠の渉が㐺ษでないと自

らุ᩿できた。また㹎㹊から事業ィ⏬をㄞみゎき、利用者⋓ᚓと⫋員᥇用の数と時ᮇを▱ること

ができた。そして法人ᖿ部と相談しながら、経営目ᶆと運営目ᶆを連動させて立し、ᡓ␎的に

利用者を⋓ᚓすることや⫋員᥇用もィ⏬的に実する必要性を理ゎすることができた。 

                            

（２）� 回目のアࢨࣂࢻーὴ㐵事業を㏻した全体的な評価 

１回目のアࣂࢻス⤊時に内容を⥲ᣓしてఏえた成果として、課題が明確になり �回目訪問まで

にゎỴをすることができた。アࢨࣂࢻーが訪問後も⥅⥆して関わることを႐んで㡬けて、訪問看護

ᖌのࢿット࣡ーࢡ作りをできた。 
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＜㹇訪問看護ステーション＞ 

 

安ᐃした事業運営と人ᮦ管理について 

 

１）１回目訪問 

日時：���� 年 � 月 ��：��～��：�� 

参加者：経営者 �名（代⾲取締役・看護ᖌ・護ᨭ専門員） 

（１）相談内容 

① 開設して �年経㐣したが、᪂つ利用者が増えない。営業方法に問題があるのではないか 

② スタッフがᐃ╔しない。スタッフとの関わり方にᝎんでいる。ὀ意するとすࡄ㎡めると言われる。

᪂たに᥇用したスタッフはఇみがከく、ᅔっている 

（２）対応を必要とした問題・課題（相談内容の分析と問題の焦点化） 

利用者確保のためには、㑅ࡤれるステーション・信㢗されるステーションでなけれࡤいけないが、

現利用者が関わっているケアࢿ࣐や་⒪ᶵ関からの⤂（ࣜピーター）も全くないことから、ࢧーࣅ

スの㉁に問題があるのではないか、㢳客‶㊊がᚓられていないのではないかと考えられた。相談者は、

営業方法に問題があり、そのために᪂つ利用者が増えないと考えていたが、利用者確保のためには、

 。スの㉁が一␒㔜要であることを理ゎしてもらう必要があったࣅーࢧ

とんど出来ておらず、スタッスの㉁の評価に関しては、相談者はスタッフとのྠ行訪問もࣅーࢧ

フがどのような訪問看護をᥦ౪しているのかᢕᥱできていなかった。ᬑẁ、᥋㐝面でὀ意しなくては

いけないようなことがあっても、スタッフの「㎡める」という言ⴥがᛧく、言いたいことも言えない

状ἣとなり、スタッフがどんどんルーࢬになっていると感じていた。スタッフのᩍ⫱・♫内のルール

࡙くりができていないことで現ᅾの問題が⏕じていることが明らかとなり、᪩ᛴに対応が必要な状ἣ

であった。 

（３）相談への対応とその理由 

利用者が増えないཎᅉは、営業方法に問題があるのではなく、地域で㑅ࡤれるステーションになっ

ていないことがཎᅉであることをఏえた。なࡐ㑅ࡤれないステーションなのかを一⥴に考えた結果、

①スタッフへのᩍ⫱体ไが不༑分（訪問看護の࢘ࣁ࢘ࣀに加え、᥋㐝面でも）②㢳客‶㊊のど点で運

営できていない③地域の関ಀᶵ関（ケアࢿ࣐や་⒪ᶵ関）への報࿌や相談がなく、関ಀ性がᵓ⠏でき

ていないことがᣲげられた。これらの課題に対しての取り組みを行うことで、地域に信㢗され㑅ࡤれ

るステーションになるのではないかとアࣂࢻスした。 

（４）結果および成果（相談者の反応） 

相談者は、᪂つの౫㢗がないのは、営業方法に問題があると考えていたが、問題は㐪うところにあ

るということが理ゎでき、課題はከいが、一つずつ取り組んでいきたいとの発言が聞かれた。まずは、

ステーションの理ᛕをスタッフにఏえ、そのために⚾たちはこのᵝなࢧーࣅスをᥦ౪していこうとい

う方㔪をきちんと立てて人ᮦ⫱成に取り組んでいくこと、またࢧーࣅスの評価をして㢳客‶㊊がᚓら

れるように㉁の確保に取り組んでいくとヰされた。 

（㸳）訪問日以㝆のやりとり 

� 回目の訪問以㝆は、ᝎんだ㝿にはメールでの相談に応じることにしていたが、現状報࿌だけで、

                            

᪂たな相談はなかった。 

 

２）２回目訪問 

日時：���� 年 �� 月 ��：��～��：�� 

参加者：経営者 �名（代⾲取締役・看護ᖌ・護ᨭ専門員） 

（１）１回目訪問後の事の経㐣やᚓられた結果、相談者の反応 

前回の相談後、地域の訪問看護ステーションが㛢㙐することになり、そこからの᪂つ౫㢗が �௳き

ていた。相談者としては、もっとከくの౫㢗がしいとの思いがあり、営業をすきかᝎまれていた

が、まずは、現ᅾの利用者に対するࢧーࣅスをきちんと行うことで、その後の౫㢗が増えるのではな

いかとఏえた。現状でも、利用者からのࣕ࢟ンࢭルやࢡレー࣒があり、㢳客‶㊊がᚓられていない状

ἣが⥆いていることが明らかであった。相談者は �回目の相談以㝆、管理者とヰしྜいを行い、ࢧー

スの㉁を見┤す必要性をఏえていたが、ఱかὀ意すると管理者が感情的になってしまうため、言いࣅ

たいことも言えない状ἣが⥆いており、ᨵၿが見られないとのことであった。᰿ᮏ的に利用者を体

的に考えたࢧーࣅスのᅾり方についてステーション全体で考えていく必要性を感じ、㈨ᩱとして、日

ᮏ訪問看護㈈ᅋが出している「訪問看護ࢧーࣅスの㉁評価のためのࢻ࢞ラン」を⤂した。 

また、ᙜヱステーションは、地域の訪問看護ステーションのへの参加もしていないため、まずは、

地域のྠ業者やケアࢿ࣐➼と⧅がりを作り、連携をしていくことが必要であると考えられた。相談者

は、そのようなに参加してもఱもメࣜットがない（これまでもメࣜットが↓かった）とヰされてい

たため、その考え方をᨵめ他事業所やケアࢿ࣐➼と㢦の見える関ಀ性をᵓ⠏していくことが今後に⧅

がることをᨵめてఏえた。 

（２）２回のアࢨࣂࢻーὴ㐵事業を㏻した全体的な評価 

� 回目も２回目も現状ᢕᥱと課題の整理に時㛫がかかり、ᨵၿ策を導きだすことが㞴しかった。相

談者も目の前の問題を整理できておらず、ከ㔜課題の㝿の分析の㞴しさを感じた。 

人ᮦ管理の課題に関しては、まずは相談者に対するフーࣂࢻッࢡが必要で、そこで相談者へのコ

ーチンࢢを行うことによりᨵၿ策を導き出す必要性があるが、その部分が不༑分であったため、具

体的なᨵၿ策をᥦすることができなかった。そのため、相談者がスタッフに༑分な関わりができず

課題ゎỴには結びつかなかった。時㛫の㝈られた中で、�回のアࢨࣂࢻー訪問で対応するには㝈⏺

があると感じた。 

相談者の一␒のᝎみは、管理者・スタッフの⫱成についてであり、一➽⦖ではいかない状ἣである

ことから、このままの状ἣがᨵၿしなけれࡤ、ᑗ来的には▱りྜいのステーションのࢧテラトにな

ることも考えているとのことであった。利用者はከ少なりとも増えてきており、経営的には成り立っ

ているため、経営者として、今後も課題ゎỴに取り組んでもらい、ステーション㛢㙐という結果にな

らないように㡹ᙇってもらいたいと思う。 
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＜㹇訪問看護ステーション＞ 

 

安ᐃした事業運営と人ᮦ管理について 

 

１）１回目訪問 

日時：���� 年 � 月 ��：��～��：�� 

参加者：経営者 �名（代⾲取締役・看護ᖌ・護ᨭ専門員） 

（１）相談内容 

① 開設して �年経㐣したが、᪂つ利用者が増えない。営業方法に問題があるのではないか 

② スタッフがᐃ╔しない。スタッフとの関わり方にᝎんでいる。ὀ意するとすࡄ㎡めると言われる。

᪂たに᥇用したスタッフはఇみがከく、ᅔっている 

（２）対応を必要とした問題・課題（相談内容の分析と問題の焦点化） 

利用者確保のためには、㑅ࡤれるステーション・信㢗されるステーションでなけれࡤいけないが、

現利用者が関わっているケアࢿ࣐や་⒪ᶵ関からの⤂（ࣜピーター）も全くないことから、ࢧーࣅ

スの㉁に問題があるのではないか、㢳客‶㊊がᚓられていないのではないかと考えられた。相談者は、

営業方法に問題があり、そのために᪂つ利用者が増えないと考えていたが、利用者確保のためには、

 。スの㉁が一␒㔜要であることを理ゎしてもらう必要があったࣅーࢧ

とんど出来ておらず、スタッスの㉁の評価に関しては、相談者はスタッフとのྠ行訪問もࣅーࢧ

フがどのような訪問看護をᥦ౪しているのかᢕᥱできていなかった。ᬑẁ、᥋㐝面でὀ意しなくては

いけないようなことがあっても、スタッフの「㎡める」という言ⴥがᛧく、言いたいことも言えない

状ἣとなり、スタッフがどんどんルーࢬになっていると感じていた。スタッフのᩍ⫱・♫内のルール

࡙くりができていないことで現ᅾの問題が⏕じていることが明らかとなり、᪩ᛴに対応が必要な状ἣ

であった。 

（３）相談への対応とその理由 

利用者が増えないཎᅉは、営業方法に問題があるのではなく、地域で㑅ࡤれるステーションになっ

ていないことがཎᅉであることをఏえた。なࡐ㑅ࡤれないステーションなのかを一⥴に考えた結果、

①スタッフへのᩍ⫱体ไが不༑分（訪問看護の࢘ࣁ࢘ࣀに加え、᥋㐝面でも）②㢳客‶㊊のど点で運

営できていない③地域の関ಀᶵ関（ケアࢿ࣐や་⒪ᶵ関）への報࿌や相談がなく、関ಀ性がᵓ⠏でき

ていないことがᣲげられた。これらの課題に対しての取り組みを行うことで、地域に信㢗され㑅ࡤれ

るステーションになるのではないかとアࣂࢻスした。 

（４）結果および成果（相談者の反応） 

相談者は、᪂つの౫㢗がないのは、営業方法に問題があると考えていたが、問題は㐪うところにあ

るということが理ゎでき、課題はከいが、一つずつ取り組んでいきたいとの発言が聞かれた。まずは、

ステーションの理ᛕをスタッフにఏえ、そのために⚾たちはこのᵝなࢧーࣅスをᥦ౪していこうとい

う方㔪をきちんと立てて人ᮦ⫱成に取り組んでいくこと、またࢧーࣅスの評価をして㢳客‶㊊がᚓら

れるように㉁の確保に取り組んでいくとヰされた。 

（㸳）訪問日以㝆のやりとり 

� 回目の訪問以㝆は、ᝎんだ㝿にはメールでの相談に応じることにしていたが、現状報࿌だけで、

                            

᪂たな相談はなかった。 

 

２）２回目訪問 

日時：���� 年 �� 月 ��：��～��：�� 

参加者：経営者 �名（代⾲取締役・看護ᖌ・護ᨭ専門員） 

（１）１回目訪問後の事の経㐣やᚓられた結果、相談者の反応 

前回の相談後、地域の訪問看護ステーションが㛢㙐することになり、そこからの᪂つ౫㢗が �௳き

ていた。相談者としては、もっとከくの౫㢗がしいとの思いがあり、営業をすきかᝎまれていた

が、まずは、現ᅾの利用者に対するࢧーࣅスをきちんと行うことで、その後の౫㢗が増えるのではな

いかとఏえた。現状でも、利用者からのࣕ࢟ンࢭルやࢡレー࣒があり、㢳客‶㊊がᚓられていない状

ἣが⥆いていることが明らかであった。相談者は �回目の相談以㝆、管理者とヰしྜいを行い、ࢧー

スの㉁を見┤す必要性をఏえていたが、ఱかὀ意すると管理者が感情的になってしまうため、言いࣅ

たいことも言えない状ἣが⥆いており、ᨵၿが見られないとのことであった。᰿ᮏ的に利用者を体

的に考えたࢧーࣅスのᅾり方についてステーション全体で考えていく必要性を感じ、㈨ᩱとして、日

ᮏ訪問看護㈈ᅋが出している「訪問看護ࢧーࣅスの㉁評価のためのࢻ࢞ラン」を⤂した。 

また、ᙜヱステーションは、地域の訪問看護ステーションのへの参加もしていないため、まずは、

地域のྠ業者やケアࢿ࣐➼と⧅がりを作り、連携をしていくことが必要であると考えられた。相談者

は、そのようなに参加してもఱもメࣜットがない（これまでもメࣜットが↓かった）とヰされてい

たため、その考え方をᨵめ他事業所やケアࢿ࣐➼と㢦の見える関ಀ性をᵓ⠏していくことが今後に⧅

がることをᨵめてఏえた。 

（２）２回のアࢨࣂࢻーὴ㐵事業を㏻した全体的な評価 

� 回目も２回目も現状ᢕᥱと課題の整理に時㛫がかかり、ᨵၿ策を導きだすことが㞴しかった。相

談者も目の前の問題を整理できておらず、ከ㔜課題の㝿の分析の㞴しさを感じた。 

人ᮦ管理の課題に関しては、まずは相談者に対するフーࣂࢻッࢡが必要で、そこで相談者へのコ

ーチンࢢを行うことによりᨵၿ策を導き出す必要性があるが、その部分が不༑分であったため、具

体的なᨵၿ策をᥦすることができなかった。そのため、相談者がスタッフに༑分な関わりができず

課題ゎỴには結びつかなかった。時㛫の㝈られた中で、�回のアࢨࣂࢻー訪問で対応するには㝈⏺

があると感じた。 

相談者の一␒のᝎみは、管理者・スタッフの⫱成についてであり、一➽⦖ではいかない状ἣである

ことから、このままの状ἣがᨵၿしなけれࡤ、ᑗ来的には▱りྜいのステーションのࢧテラトにな

ることも考えているとのことであった。利用者はከ少なりとも増えてきており、経営的には成り立っ

ているため、経営者として、今後も課題ゎỴに取り組んでもらい、ステーション㛢㙐という結果にな

らないように㡹ᙇってもらいたいと思う。 
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＜㹈訪問看護ステーション＞ 

 

経営者・管理者の役と人ᮦ⫱成について 

 

１）１回目訪問 

日時：���� 年 � 月 ��：��～��：�� 

参加者：経営者・管理者（看護ᖌ）・ࣜࣜࣅࣁ㈐௵者（理Ꮫ⒪法ኈ）  ィ � 名 

（１）相談内容 

① ᪂つ利用者を増やし事業ᣑを目指したい 

② 経営者・管理者・ᚑ業員・事務の役が不明確。今後組⧊化を図りたい 

③ ᪂௵⫋員のᩍ⫱体ไについて 

④ 常勤・㠀常勤のい方や⥭ᛴ対応の時の代ఇの考え方など運営全⯡について 

（２）対応を必要とした問題・課題（相談内容の分析と問題の焦点化） 

ᝎみや相談したい㡯目がከᒱにわたり、ヰを聞きながら課題を整理した。その中で、利用者確保や

今後の事業ᣑのためにしなくてはいけないことは、営業だけでなくࢧーࣅスの㉁を確保し、地域に

信㢗される訪問看護ステーションとしてᏑᅾすることが必要であることに焦点化された。そのために

は、⫋員のᩍ⫱体ไを見┤すことや、運営するうえで、経営者・管理者・事務⫋の役を明確にし、

ルール作りをしていかなくてはいけないことに課題を整理した。 

（３）相談への対応とその理由 

まず、開設 �年目で現ᅾの利用者数が確保できていることは、㡰ㄪに運営できていることであると

ఏえた。経営者・管理者ともにしっかりとした理ᛕを持ち、今後は事業をᣑしていきたいという考

えを持たれていた。現時点の運営上のᝎみはᚑ業員が少しずつ増え、組⧊としての成長が必要な㌿換

ᮇにおこるものであることを理ゎしてもらった。課題を整理したことで、経営者・管理者・ࣜࣜࣅࣁ

㈐௵者・事務がそれࡒれの役を明確にし、業務にルールを作っていくことが必要であることにẼ࡙

くことができた。 

また、᪂つ利用者が増えないというᝎみに対しては、「行ิのできるラーメンᒇ」はなࡐ人Ẽがあ

るのかという問いかけをし、ࢧーࣅスの中㌟がⰋけれࡤ人は集まってくる、㢳客‶㊊をᚓることが一

␒㔜要であるということにẼ࡙いてもらえるように対応した。そのためには、⫋員ᩍ⫱も見┤す必要

があることをఏえ、実㝿にアࢨࣂࢻーの事業所での人ᮦ⫱成状ἣや、他の関ಀᶵ関が出している

2-7  。ニュアルなどを⤂した࣐

（４）結果および成果（相談者の反応） 

経営者からは、開設 � 年目の状ἣとして、現状でⰋいのかというモࣖモࣖしたᝎみがከかったが、

㡰ㄪに運営できていることを認めることで安ᚰ感がᚓられた。また、課題を整理し、今後の方ྥ性が

見えたことでとてもすっきりしたとの発言が聞かれ、経営者としての役を明確にし、運営をしてい

きたいとヰされた。管理者は、⫋員のᩍ⫱や運営面において、経営的なことを考えて時㛫をかけない・

↓㥏をさせないことがⰋいことだと考えられていたが、それでは人ᮦ⫱成にはならないことがわかり、

これからはしっかりと時㛫をかけて◊ಟなどを行っていきたいとヰされた。これまで管理者としての

業務を事務がᢸっていた現状もあり、⫋員㛫のルール࡙くりや業務分ᢸを明確にすることで働きやす

                            

い⫋ሙ࡙くりに⧅がるため、しっかりと取り組んでいきたいとヰされた。�か月後には課題ゎỴして

成長したステーションにしておきますとの発言が参加された相談者ഃから聞かれた。 

（㸳）訪問日以㝆のやりとり 

� 回目の訪問以㝆は、現状報࿌のメールのやり取りが３回⛬度あった。その中で、アࢨࣂࢻーの

ステーションを見Ꮫしたいとのᕼᮃがあり、２回目の相談は、見Ꮫを兼ࡡてᙜステーションで実し

た。 

 

２）２回目訪問 

日時：���� 年 �� 月 ��：��～��：�� 

参加者：経営者・管理者（看護ᖌ）・ࣜࣜࣅࣁ㈐௵者（理Ꮫ⒪法ኈ）  ィ � 名 

（１）１回目訪問後の事の経㐣やᚓられた結果、相談者の反応 

前回の相談以㝆、積極的に業務の見┤しを行い、業務の効⋡化が図れていた。しかし、౫↛事務⫋

員が管理業務をษっている状ἣはᨵၿせず、事務⫋員の㉺ᶒ行Ⅽをどうするきかが♫全体の

きなᝎみとなっていた。事務⫋員に対しては、立ち上げから全体を見てきた⫋員でもあり、これまで

ステーションが㡰ㄪに運営できてきたのもこの事務⫋員のおかげであることをまず認識してもらっ

た。⫋員は、自分のᏑᅾ価್を認めてもらいたいというḧồを持っていることから、これまでのຌ⦼

をたたえ、組⧊がきくなりつつある今のẁ㝵では、業務の見┤しや分ᢸなどのルール作りが必要で

あることを理ゎしてもらうように᥋する必要があることをアࣂࢻスした。また、㉺ᶒ行Ⅽと認識し

ている部分に関しては、これまで経営者や管理者が༑分にその役をᢸえていなかったこともཎᅉと

して考えられるⅭ、相ᡭをྰᐃする前に、自分たちのこれまでの行動のり㏉りを促した。 

また、� 回目の相談以㝆に、地域で自分たちの活動を▱ってもらおうということで、ᕷẸ⚍りに出

ᗑしࣁン࣐ࢻッࢧーࢪや健ᗣ相談を実していた。その⏬・運営をステーションの⫋員全員で行っ

たことで、⫋員㛫に一体感が⏕まれ、♫全体が地域で㡹ᙇっていこうというኈẼが高まっていた。

今後、事業ᣑをど㔝にධれて活動されており、♫の理ᛕや方ྥ性を⫋員がඹ᭷していくことが必

要であることを実感されていた。また、その活動を㏻して、地域にᙜヱステーションの▱名度を上げ

ることができ、経営面にも効果が現れていた。 

（２）２回のアࢨࣂࢻーὴ㐵事業を㏻した全体的な評価 

経営者・管理者ともに、しっかりとした理ᛕを持ち、今後事業ᣑにྥけて取り組んでいきたいと

いう思いを持たれており、少しのアࣂࢻスで今後の方ྥ性を見出すことができていた。᭱ ึの相談

内容はከかったが、課題を焦点化することで、₍↛とした不安がゎᾘし、具体的にఱに取り組めࡤⰋ

いのかを明確にすることができた。➨୕者が客ほ的に現状を分析し、できていることはできていると

認めることで自信を持って事業運営にあたることができ、自ら持っている⬟ຊをᘬき出すようにアࢻ

 。スできるこの事業はኚ効果的であると感じたࣂ
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＜㹈訪問看護ステーション＞ 

 

経営者・管理者の役と人ᮦ⫱成について 

 

１）１回目訪問 

日時：���� 年 � 月 ��：��～��：�� 

参加者：経営者・管理者（看護ᖌ）・ࣜࣜࣅࣁ㈐௵者（理Ꮫ⒪法ኈ）  ィ � 名 

（１）相談内容 

① ᪂つ利用者を増やし事業ᣑを目指したい 

② 経営者・管理者・ᚑ業員・事務の役が不明確。今後組⧊化を図りたい 

③ ᪂௵⫋員のᩍ⫱体ไについて 

④ 常勤・㠀常勤のい方や⥭ᛴ対応の時の代ఇの考え方など運営全⯡について 

（２）対応を必要とした問題・課題（相談内容の分析と問題の焦点化） 

ᝎみや相談したい㡯目がከᒱにわたり、ヰを聞きながら課題を整理した。その中で、利用者確保や

今後の事業ᣑのためにしなくてはいけないことは、営業だけでなくࢧーࣅスの㉁を確保し、地域に

信㢗される訪問看護ステーションとしてᏑᅾすることが必要であることに焦点化された。そのために

は、⫋員のᩍ⫱体ไを見┤すことや、運営するうえで、経営者・管理者・事務⫋の役を明確にし、

ルール作りをしていかなくてはいけないことに課題を整理した。 

（３）相談への対応とその理由 

まず、開設 �年目で現ᅾの利用者数が確保できていることは、㡰ㄪに運営できていることであると

ఏえた。経営者・管理者ともにしっかりとした理ᛕを持ち、今後は事業をᣑしていきたいという考

えを持たれていた。現時点の運営上のᝎみはᚑ業員が少しずつ増え、組⧊としての成長が必要な㌿換

ᮇにおこるものであることを理ゎしてもらった。課題を整理したことで、経営者・管理者・ࣜࣜࣅࣁ

㈐௵者・事務がそれࡒれの役を明確にし、業務にルールを作っていくことが必要であることにẼ࡙

くことができた。 

また、᪂つ利用者が増えないというᝎみに対しては、「行ิのできるラーメンᒇ」はなࡐ人Ẽがあ

るのかという問いかけをし、ࢧーࣅスの中㌟がⰋけれࡤ人は集まってくる、㢳客‶㊊をᚓることが一

␒㔜要であるということにẼ࡙いてもらえるように対応した。そのためには、⫋員ᩍ⫱も見┤す必要

があることをఏえ、実㝿にアࢨࣂࢻーの事業所での人ᮦ⫱成状ἣや、他の関ಀᶵ関が出している

2-7  。ニュアルなどを⤂した࣐

（４）結果および成果（相談者の反応） 

経営者からは、開設 � 年目の状ἣとして、現状でⰋいのかというモࣖモࣖしたᝎみがከかったが、

㡰ㄪに運営できていることを認めることで安ᚰ感がᚓられた。また、課題を整理し、今後の方ྥ性が

見えたことでとてもすっきりしたとの発言が聞かれ、経営者としての役を明確にし、運営をしてい

きたいとヰされた。管理者は、⫋員のᩍ⫱や運営面において、経営的なことを考えて時㛫をかけない・

↓㥏をさせないことがⰋいことだと考えられていたが、それでは人ᮦ⫱成にはならないことがわかり、

これからはしっかりと時㛫をかけて◊ಟなどを行っていきたいとヰされた。これまで管理者としての

業務を事務がᢸっていた現状もあり、⫋員㛫のルール࡙くりや業務分ᢸを明確にすることで働きやす

                            

い⫋ሙ࡙くりに⧅がるため、しっかりと取り組んでいきたいとヰされた。�か月後には課題ゎỴして

成長したステーションにしておきますとの発言が参加された相談者ഃから聞かれた。 

（㸳）訪問日以㝆のやりとり 

� 回目の訪問以㝆は、現状報࿌のメールのやり取りが３回⛬度あった。その中で、アࢨࣂࢻーの

ステーションを見Ꮫしたいとのᕼᮃがあり、２回目の相談は、見Ꮫを兼ࡡてᙜステーションで実し

た。 

 

２）２回目訪問 

日時：���� 年 �� 月 ��：��～��：�� 

参加者：経営者・管理者（看護ᖌ）・ࣜࣜࣅࣁ㈐௵者（理Ꮫ⒪法ኈ）  ィ � 名 

（１）１回目訪問後の事の経㐣やᚓられた結果、相談者の反応 

前回の相談以㝆、積極的に業務の見┤しを行い、業務の効⋡化が図れていた。しかし、౫↛事務⫋

員が管理業務をษっている状ἣはᨵၿせず、事務⫋員の㉺ᶒ行Ⅽをどうするきかが♫全体の

きなᝎみとなっていた。事務⫋員に対しては、立ち上げから全体を見てきた⫋員でもあり、これまで

ステーションが㡰ㄪに運営できてきたのもこの事務⫋員のおかげであることをまず認識してもらっ

た。⫋員は、自分のᏑᅾ価್を認めてもらいたいというḧồを持っていることから、これまでのຌ⦼

をたたえ、組⧊がきくなりつつある今のẁ㝵では、業務の見┤しや分ᢸなどのルール作りが必要で

あることを理ゎしてもらうように᥋する必要があることをアࣂࢻスした。また、㉺ᶒ行Ⅽと認識し

ている部分に関しては、これまで経営者や管理者が༑分にその役をᢸえていなかったこともཎᅉと

して考えられるⅭ、相ᡭをྰᐃする前に、自分たちのこれまでの行動のり㏉りを促した。 

また、� 回目の相談以㝆に、地域で自分たちの活動を▱ってもらおうということで、ᕷẸ⚍りに出

ᗑしࣁン࣐ࢻッࢧーࢪや健ᗣ相談を実していた。その⏬・運営をステーションの⫋員全員で行っ

たことで、⫋員㛫に一体感が⏕まれ、♫全体が地域で㡹ᙇっていこうというኈẼが高まっていた。

今後、事業ᣑをど㔝にධれて活動されており、♫の理ᛕや方ྥ性を⫋員がඹ᭷していくことが必

要であることを実感されていた。また、その活動を㏻して、地域にᙜヱステーションの▱名度を上げ

ることができ、経営面にも効果が現れていた。 

（２）２回のアࢨࣂࢻーὴ㐵事業を㏻した全体的な評価 

経営者・管理者ともに、しっかりとした理ᛕを持ち、今後事業ᣑにྥけて取り組んでいきたいと

いう思いを持たれており、少しのアࣂࢻスで今後の方ྥ性を見出すことができていた。᭱ ึの相談

内容はከかったが、課題を焦点化することで、₍↛とした不安がゎᾘし、具体的にఱに取り組めࡤⰋ

いのかを明確にすることができた。➨୕者が客ほ的に現状を分析し、できていることはできていると

認めることで自信を持って事業運営にあたることができ、自ら持っている⬟ຊをᘬき出すようにアࢻ

 。スできるこの事業はኚ効果的であると感じたࣂ
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